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林業に就きたい人の総合相談

森林の仕事ガイダンス開催 !

特集1

参加したい！
プロが開催する
本格・農林漁業体験

特集2

農山漁村の魅力がギュッ!!
グリーンツーリズムで、
ふるさとに行こう！





08　林業　ノコギリを使った間伐体験で木こりの仕事に触れる
 愛知県豊田市　とよた森林学校　北岡明彦さん（豊田市森林課）
10　漁業　誰でもいきなり漁師体験！　網を引き上げ魚を捕れ!!
 山形県鶴岡市　旅館 仁三郎　伊関　豊さん・敦さん
12　農業　農業研修から農業者へ　着実に夢を実現していく
 島根県浜田市　やさか共同農場　佐藤　隆さん・加藤輝喜さん

02 林業に就きたい人の総合相談　森林の仕事ガイダンス2013開催　全国森林組合連合会
06 コラム　農園歳時記　第20回　眼高手低　中村顕治

14　UIターンのための島根の産業体験事業／島根県は「半農半X」を応援しています！
　　公益財団法人　ふるさと島根定住財団

18　特集2　農山漁村の魅力がギュッ !!　グリーンツーリズムで、ふるさとに行こう！

20　I・J・Uターン農林漁業就業相談窓口
24　農業に就きたいすべての人へ　新・農業人フェアに行ってみよう!!
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林業に就きたい人の総合相談

「林業に興味がある」「森林で働きたい」
そんな希望を持つ全ての人を応援する「森林の仕事ガイダンス」が2013年も開催。

林業の仕事を知りたい、相談をしたいという人はぜひ参加しよう！

森
も り

林の仕事ガイダンス2013 　開催

●

●

●

●
●

●

大阪歯科大
土佐堀通

大阪府庁法務局

近畿地方
整備局

大阪城

大阪天満宮

大阪天満宮
JR東西線

地下鉄堺筋線

京阪本線

至京橋大川

京阪中之島線

天
満
橋

地
下
鉄
谷
町
線

南
森
町

天満橋

大阪マーチャン
ダイズ・マート

●

●

●

●

●

●

●

●
●

●
●

●

中
央
通
り

JR
有楽
町
駅

JR
東
京
駅

帝国劇場

丸ビル

マリオン

ビッグカメラ
交通会館

プランタン

松屋

千代田線
二重橋前駅

銀座線
京橋駅

千代田線
日比谷駅

日比谷線
日比谷駅

丸ノ内線
銀座駅

東京国際フォーラム

●大阪会場

1月19日（土）13：00～17：00
大阪マーチャンダイズ・マート
2階D・G・G2ホール

●東京会場

1月26日（土）13：00～17：00
東京国際フォーラム
ブロックBホールB5

京阪電車「天満橋」
駅東口、地下鉄谷町
線「天満橋」駅北改
札口から地下通路にて
連絡

JR有楽町駅より徒歩
１分、JR東京駅より
徒歩５分

林
業
に
関
す
る
総
合
説
明
会
・
相
談
窓
口
と
な
る
「
森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
2
0
1
3
」
が
、
東
京
・

大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。「
林
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」
の
よ
う
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
人
か
ら
「
早
く
就

業
し
た
い
！
」
と
い
う
意
欲
の
強
い
人
ま
で
、
林
業
に
関
心
を
持
つ
全
て
の
人
が
対
象
だ
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
林
業
に
就
い
た
人
も
多
い
の
で
、
興
味
を
持
っ
た
な
ら
ま
ず
は
会
場
を
訪
れ
て
み
よ
う
。

林
業
に
就
き
た
い
全
て
の
人
へ

総
合
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
！

Step
1

①植え付け

森林作業のサイクル

整地した土地に、苗木を
一定の間隔で植える ②下刈り

主に梅雨から夏にかけ
て、苗木の周囲に生える
雑草を刈る

優良な木を育てて出荷するのが
林業という仕事。その内容は、この
サイクルに示したことがメインとな
る。他にも林道の整備や倒木の
処理なども森林作業に含まれる。

⑧集材・搬出
丸太を1ヵ所に集める

③除伐
苗木の成長を妨げるほか
の樹木や、健全でない立
木を取り除く

⑦造材
間伐・伐採した木の
枝を切り、規定の長
さの丸太にする

④枝打ち
上質な木を育てるために
不要な枝を切り落とす

⑤間伐
健全な森林にするため、ま
たより良い木を育てるため
の間引き

⑥伐採（主伐）
利用可能な大きさになった
樹木を切り倒す

入場無料

入退場自由

資格不問

履歴書不要

服装自由

「森林の仕事ガイダンス」は、
就業斡旋のためのガイダンス
ではありません。
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森林の仕事ガイダンスの歩き方

林
業
就
業
希
望
者

就
職
活
動
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

森
林
組
合
や
民
間
の
林
業
会
社
に
就
業

「
緑
の
雇
用
」研
修

林
業
の
技
術
技
能
を
習
得
す
る
た
め
の

実
務
を
就
業
先
で
研
修

「
緑
の
雇
用
」現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業（
林
野
庁
）

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

林
業
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、

研
修
、就
業
へ
の
相
談
を
す
る

地
域
に
定
着
し
て
林
業
に
従
事

林
業
へ
就
業
す
る
ま
で
の
道
の
り

林業就業の基礎的知識、実地講
習などの講習会（20日間程度）
林業就業支援事業（厚生労働省）

林業就業支援講習

林業ボランティア活動
アルバイトの経験
チェーンソー等の資格取得

緑の研修生相談ブース
各県の「緑の研修生」が相談に
乗ってくれるのがこのブース。
「緑の雇用」事業を受けての感想
や、就業までどんな道すじを辿っ
たのかなどの体験談は大いに参
考になるはず。

全国森林組合連合会
総合相談ブース
まだまだ林業に関する基本的な疑問が
残っているという人はこちらのブース。
全国森林組合連合会のスタッフが、林業
の基礎から業界の現状など様々な疑問に
答えてくれる。

都道府県相談ブース
就業したい地域が絞られている人にオス
スメなのがこのブース。都道府県ごとに
設置されており、各地域の林業の特色や
求人についての情報提供をしてくれる。
移住に関する相談にも応じてくれるので、
就業にグッと近づくことができるぞ。

森林の道具展示コーナー
作業服やチェーンソーなどの林業
の道具一式を展示している。見て
いれば就業後のイメージが沸いて
くるぞ。

Step
1

Step
2

Step
3

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
①　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー
で

林
業
の
基
礎
を
知
ろ
う

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
②　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で

林
業
就
業
者
の
本
音
を
聞
こ
う

　

ガ
イ
ダ
ン
ス
で
で
き
る
こ
と
③　

３
つ
の
相
談
ブ
ー
ス
で

疑
問
を
解
消
し
よ
う

会
場
に
着
い
た
ら
、
ま
ず
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
で
林
業
の
基
礎
に
つ
い
て
学
ぼ
う
。
分
か
り

や
す
く
ま
と
め
ら

れ
た
映
像
で
、
普

段
な
か
な
か
見
る

こ
と
の
で
き
な
い

林
業
の
実
際
の
仕

事
ぶ
り
を
伝
え
て

く
れ
る
。

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
は
「
緑
の
研
修
生
」（
5

ペ
ー
ジ
参
照
）
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
予
定
。
林
業

に
就
い
て
間
も
な

い
緑
の
研
修
生

が
、
林
業
の
魅
力

や
驚
い
た
こ
と
な

ど
を
本
音
で
語
っ

て
く
れ
る
の
で
、

大
い
に
参
考
に
な

る
は
ず
だ
。

林
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
学
ぶ
と
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
の
境
遇
に
よ
っ
て
様
々
な
疑
問
や
課
題
が
思
い
浮

か
ん
で
く
る
は
ず
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
思
い
を
左
に

紹
介
す
る
３
つ
の
相
談
ブ
ー
ス
に
ぶ
つ
け
て
み
よ
う
。

親
身
に
な
っ
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
る
ぞ
。

その他
こんな
コーナーも
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「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
は
、
林
業
へ
の
就
業

を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
各
都
道
府
県
の
林

業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
し
て

い
る
約
20
日
間
の
講
習
で
あ
る
。
講
習
で
は
、

林
業
に
関
す
る
座
学
や
仕
事
現
場
と
な
る
林
内

で
行
う
本
格
的
な
実
地
研
修
、
個
別
の
就
業
・

生
活
相
談
な
ど
を
行
う
。

講
習
修
了
後
は
、
林
業
の
仕
事
で
は
必
須
で

あ
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
刈
払
機
の
資
格
が
取
得

で
き
る
。
ま
た
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
林
業

の
機
械
化
に
対
応
す
る
た
め
、
林
内
作
業
車
や

小
型
車
両
系
建
設
機
械
（
3
t
未
満
）
運
転
業

務
の
資
格
も
あ
わ
せ
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

受
講
料
は
無
料
で
、
講
習
修
了
者
に
は
受
講
中

の
宿
泊
費
に
つ
い
て
、
1
泊
当
た
り
4
2
0
0

円
を
上
限
に
宿
泊
補
助
も
出
る
。

2
0
1
2
年
度
の
開
催
予
定
は
残
り
わ
ず
か
。

問
い
合
わ
せ
先
な
ど
は
「
森
林
の
仕
事
ナ
ビ
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
今

す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
！

●詳細はホームページをチェック！
N.W. 森林いきいき
「森林の仕事ナビ」

林業就業支援講習に関する詳細な情
報はこちらのホームページでチェッ
クしよう。各都道府県の林業イベン
ト情報なども掲載している。

林業就業支援講習 検索

就業前に林業に触れる「林業就業支援講習」

●これから開催される講習

鹿児島県 2013年1月28日～2月22日

岐阜県 2013年1月30日～2月27日

福島県 2013年1月～2月　開催予定

香川県 2013年1月　開催予定

富山県 2013年2月4日～3月1日

福井県 2013年2月～3月　開催予定

島根県 2013年2月　開催予定

林業就業支援講習2012年度実施日程

チェーンソー講習
林業には欠かせない道具であるチェーンソー。
持ち方や刃の角度などの説明を受け、実際に木
を切りながら技術を身に付けていく

刈払機講習
雑草・雑木を刈る「刈払機」の使い方を学ぶ。
岩や木の株に当たると刃が欠けて飛んでくるの
で細心の注意が必要

実地講習
習得した技術を使い、実際に林内で作業をする

取得できる資格
●刈払機取扱作業者の安全衛生教育
の修了証

●伐木等の業務（チェーンソー）の
特別教育の修了証

●林内作業車の安全教育の修了証
●小型車両系建設機械（3t未満）
　運転業務の特別教育の修了証

茨
城
県
で
は
、

2
0
1
2
年
度

は
4
月
と
10
月
に

林
業
就
業
支
援

講
習
を
開
催
。

4
月
の
受
講
者
は

8
名
で
、
そ
の
う

ち
7
名
が
林
業
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
と
い

う
。
受
講
生
の
様
子
に
つ
い
て
、
責
任
者
で

あ
る
神
長
計
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
「
技
術
の
上

達
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
徐
々
に
夢
中
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
体
力
的
な
都
合
で

林
業
に
就
け
な
い
人
も
い
た
。
林
業
と
は
山

の
中
で
の
仕
事
で
あ
り
、
自
然
が
身
近
で
空

気
が
き
れ
い
と
い
う
良
い
面
も
あ
る
が
、
体

力
的
に
き
つ
く
て
、
危
険
と
い
う
面
も
強
い

の
だ
。

「
林
業
に
向
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
現

場
を
知
ら
な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
こ
そ
講
習
が
あ
る
の
で
す
」
と
神
長
さ
ん
。

ま
た
、
講
習
を
受
け
れ
ば
刈
払
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
使
用
資
格
を
得
ら
れ
る
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
は
「
就
業
に
有
利
と
い
う
よ
り
も
、

前
提
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
」
と

の
こ
と
。

体
験
の
た
め
、
そ
し
て
技
術
の
習
得
の
た

め
な
ど
、
メ
リ
ッ
ト
は
様
々
あ
る
。
林
業
へ
の

就
業
を
考
え
て
い
る
な
ら
ば
受
講
し
て
お
き

た
い
講
習
な
の
は
間
違
い
な
い
。

「
林
業
の
現
場
を
体
験
し

 

資
格
取
得
で
就
業
へ
前
進
」

茨
城
県
林
業
協
会　

神か
み
な
が
は
か
る

長
計
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

森
林
の
仕
事
に
就
く
第
一
歩
は
こ
こ
か
ら

「
林
業
就
業
支
援
講
習
」
に
参
加
し
よ
う

Step
2

現
場
の
声

2012年4月に茨城県で行われた
林業就業支援講習の受講者
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「
緑
の
雇
用
」
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業
、

通
称
「
緑
の
雇
用
」
と
は
、
林
業
事
業
体
を
通

じ
て
林
業
に
就
い
た
人
を
支
援
す
る
国
の
制
度

の
こ
と
。
森
林
組
合
や
民
間
林
業
会
社
な
ど
の

林
業
事
業
体
が
新
規
就
業
者
に
研
修
を
行
う

際
、
事
業
体
に
対
し
て
国
か
ら
補
助
が
出
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

研
修
を
受
け
る
人
を
「
緑
の
研
修
生
」
と
い
う
。

そ
の
た
め
「
緑
の
研
修
生
」
に
な
る
に
は
、
林

業
事
業
体
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
の

条
件
と
な
る
。

「
緑
の
研
修
生
」
は
、
ま
ず
は
3
ヵ
月
間
ト
ラ

イ
ア
ル
雇
用
と
し
て
実
地
で
の
研
修
を
受
け
、

仕
事
や
職
場
に
あ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
試
す

こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ

ー
研
修
生
と
し
て
、実
地
研
修
と
並
行
し
て
「
緑

の
研
修
生
」
が
集
ま
る
集
合
研
修
に
も
参
加
し
、

様
々
な
機
器
の
取
扱
い
や
安
全
に
関
す
る
こ
と

を
学
ん
で
い
く
。
1
年
目
、
2
年
目
、
3
年
目

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
が
変
わ
っ
て
い
き
、
5
年

目
以
上
、
10
年
目
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
向
け
の
研

修
も
用
意
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
充
実
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

●研修の体系

研修の種類 集合研修
実地（OJT）研修
（月表示：技術習得推進費助成の上限）
（日表示：指導費助成の上限）

トライアル雇用：本格就業前に、働き手が仕事や職場に合っているか試す3ヵ月間の就業。
本格採用前 実施しません。 （最大3ヵ月）（上限60日）

フォレストワーカー（林業作業士）研修
新しく林業の仕事を始めた方向け。OJT研修や集合研修を通じて、基本姿勢や基礎力を習
得し、職務の能力向上を図ることで、一人前の現場作業員になる能力を身につけます。

１年目

30日間程度
【実施する安全講習等】
・応急手当・救急処置講習
・刈払機取扱作業者
・チェーンソー伐倒等業務
・車両系建設機械運転業務
・玉掛け

育成研修
（上限８日）

実践研修
（最大8ヵ月）
（上限130日※）

※育成研修を含め、最大130日です

２年目

25日間程度
【実施する安全講習等】
・小型移動式クレーン運転業務
・不整地運搬車運転業務
・林内作業車
・はい作業従事者

実践研修
（最大６ヵ月）
（上限90日）

３年目

20日間程度
【実施する安全講習等】
・機械集材運転業務
（地域によっては、ショベルローダー・フォーク
ローダー等運転業務）

実践研修
（最大６ヵ月）
（上限90日）

フォレストリーダー（現場管理責任者）研修
経験を積み職務力がついてきた方が対象。判断力・指導力向上、現場作業管理などを学び、
現場での管理・責任を担える能力を身につけます。

５年目以上
15日間程度
【実施する安全講習等】
・造林作業指揮者　・はい作業主任者
・地山の掘削及び土止め支保工作業主任者

フォレストマネージャー（統括現場管理責任者）研修
現場の管理責任能力のある方対象。コミュニケーション能力向上、林業の社会的使命、企
画・営業・販売などを学び、林業現場の統括管理責任を担える能力を身につけます。

10年目以上
10日間程度
【実施する安全講習等】
・安全推進者養成講習

緑の雇用総合ウェブサイト
「RINGYOU.NET」

「緑の雇用」事業の詳しい説明はホー
ムページに掲載中。林業に関する
様々な情報や、各都道府県の相談窓
口も紹介している。

就業後に技術を磨く「緑の雇用」

「
持
続
可
能
な
山
づ
く
り
が

　
　

で
き
る
場
所
を
求
め
て
」

広
島
県
廿は

つ

か

い

ち

し

日
市
市　

有
限
会
社
安
田
林
業  

中な
か
し
ま島 

彩あ
や

さ
ん

就
業
後
の
段
階
的
な
育
成
支
援

「
緑
の
雇
用
」
で
確
実
な
技
術
を

Step
3

現
場
の
声

広
島
県
廿
日
市
市
の
（
有
）
安
田
林
業

に
勤
務
す
る
中
島
彩
さ
ん
。
2
0
0
8
年

4
月
に
「
緑
の
研
修
生
」
と
し
て
、
林
業
の

世
界
に
飛
び
込
ん
だ
。

プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
国
内
外
で
活
躍
し

て
い
た
が
、
地
元
・
神
戸
の
山
が
宅
地
開
発

で
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、「
森
林
を

守
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
林
業
に
転
身
。
現

在
は
同
期
と
2
人
1
組
で
、
作
業
計
画
を

立
て
、
仕
事
を
す
る
。
社
長
の
安
田
孝
さ
ん

の
教
え
は
「
林
業
は
、
仕
事
1
割
、
段
取

り
9
割
」
だ
。

「
な
か
な
か
計
画
ど
お
り
に
は
で
き
な
い
も

の
で
す
ね
。『
重
機
で
木
を
引
っ
張
り
出
し
て
、

あ
の
場
所
で
造
材
し
て
』
と
思
っ
て
も
、
地

盤
が
ゆ
る
く
て
重
機
が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
造

材
し
よ
う
と
し
た
場
所
が
、
車
が
通
る
た
め
、

危
険
だ
っ
た
り
。
先
の
先
ま
で
予
測
し
て
仕

事
を
す
る
の
は
難
し
い
で
す
」。

目
指
す
は
1
0
0
年
先
を
視
野
に
入
れ

た
山
づ
く
り
。
一
歩
一
歩
、
学
ぶ
日
々
は
続
い

て
い
る
。

緑の雇用 検索

詳しくは
ホームページで！
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今
朝
、
走
り
な
が
ら
こ
の
原
稿
の
こ
と
を
考

え
た
。
時
間
に
し
て
四
十
分
。
田
ん
ぼ
と

川
沿
い
の
道
が
三
キ
ロ
、
バ
ス
通
り
が
四
キ
ロ
。

雨
で
も
雪
で
も
走
る
七
キ
ロ
の
こ
の
道
が
僕
の

「
動
く
書
斎
」
で
あ
る
―
―
な
ど
と
言
う
と
カ
ッ

コ
よ
す
ぎ
る
か
。
で
も
昔
か
ら
僕
は
走
り
な
が
ら

考
え
る
の
が
好
き
。
依
頼
さ
れ
た
原
稿
だ
け
で
な

く
、
ブ
ロ
グ
に
書
く
材
料
、
今
日
の
農
作
業
の
手

順
、
朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
、
あ
れ
や
こ
れ
や
を
想
い

つ
つ
走
る
。
夏
な
ら
汗
ダ
ラ
ダ
ラ
だ
。
で
も
案
外

ラ
ン
ニ
ン
グ
と
い
う
や
つ
、
頭
を
ク
リ
ヤ
ー
に
さ

せ
る
。

長
距
離
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
た
の
は
二
十
四
歳

の
と
き
。
世
の
出
会
い
と
は
不
思
議
な
も
の
と
四

十
年
以
上
た
っ
た
い
ま
思
う
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
選
ん
だ
道
が
僕
を
現
在
の
百
姓
に
し
た

の
だ
か
ら
。
結
婚
し
て
住
ん
だ
公
団
は
「
交
通
不

至
便
」
の
地
に
あ
っ
た
。
団
地
の
舗
装
道
路
か
ら

外
れ
る
と
、
葛
の
太
い
ツ
ル
と
大
き
な
葉
が
地
面

を
覆
う
山
道
だ
っ
た
。
そ
こ
を
毎
朝
走
る
僕
は
、

あ
る
時
、
ま
る
で
神
の
お
告
げ
で
も
受
け
た
ご
と

く
、
百
姓
の
真
似
事
を
し
て
み
た
い
と
熱
望
し
た

の
だ
っ
た
。

思
い
立
っ
た
ら
す
ぐ
や
る
。
そ
れ
が
僕
の
優
れ

た
点
で
あ
り
、
欠
点
で
も
あ
る
か
。
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
山
道
で
神
の
啓
示
を
受
け
た
僕
は
す
ぐ
さ
ま
行

動
に
出
た
。「
ど
な
た
か
畑
を
譲
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
チ
ラ
シ
を
数
百
枚
印
刷
し
、
新
聞
の
折
り

込
み
広
告
と
し
た
の
だ
。
だ
が
こ
の
行
動
は
失
敗

だ
っ
た
。
畑
を
売
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
人
が
現
れ
、

仲
介
の
不
動
産
会
社
に
手
付
を
打
っ
た
け
れ
ど
、

農
地
法
に
基
づ
い
た
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
、
農

地
の
権
利
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
知
る
。
当
時
の

僕
は
、
そ
ん
な
法
律
が
あ
る
の
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

●

だ
が
人
生
は
不
思
議
。
間
も
な
く
、
僕
の
チ

ラ
シ
を
見
た
ら
し
い
農
家
の
主
が
自
分
の

畑
を
使
っ
て
よ
い
と
い
う
電
話
を
く
れ
る
。
そ
の

畑
で
七
年
間
、
人
生
最
初
の
野
菜
作
り
を
経
験
す

る
。
学
校
に
例
え
れ
ば
僕
は
中
学
生
だ
っ
た
。
次

は
高
校
進
学
。
当
時

暮
ら
し
て
い
た
公
団

か
ら
自
転
車
で
二
十

分
と
い
う
所
に
土
地

が
二
百
坪
で
築
五
十

年
と
い
う
古
い
農
家

の
売
り
物
と
出
会

う
。
そ
こ
で
初
め
て
、

野
菜
以
外
、
す
な
わ

ち
果
樹
、
山
羊
と
鶏

と
ア
ヒ
ル
の
飼
育
を

体
験
す
る
。
も
ち
ろ

ん
僕
は
ま
だ
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
。
朝
は
山
羊
と
一
緒
に
利
根
川
堤
を
ラ
ン

ニ
ン
グ
し
て
か
ら
出
勤
。
農
作
業
は
主
に
週
末
だ

っ
た
。
で
も
休
日
の
朝
が
待
ち
切
れ
ず
、
会
社
の

残
業
か
ら
帰
っ
た
午
後
十
時
、
部
屋
か
ら
コ
ー
ド

を
引
っ
張
り
、
畑
に
電
気
ス
タ
ン
ド
を
立
て
て
種

を
ま
い
た
こ
と
も
あ
る
。

僕
の
欠
点
は
関
心
の
な
い
事
に
は
と
こ
と
ん
無

関
心
、
関
心
の
あ
る
事
に
は
歯
止
め
が
き
か
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
高
校
に
進
ん
だ
僕

は
今
度
は
大
学
に
行
っ
て
み
た
く
な
っ
た
。
現
実

の
大
学
は
部
活
に
熱
心
、
折
し
も
学
生
運
動
真
っ

盛
り
の
時
代
、
ほ
と
ん
ど
講
義
も
試
験
も
な
い
ま

ま
卒
業
で
き
た
。
そ
の
埋
め
合
わ
せ
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
ま
い
が
「
百
姓
大
学
」
は
熱
心
に
通
学

し
、
学
び
た
い
、
ゆ
く
ゆ
く
は
そ
れ
を
職
業
と
し

た
い
、
そ
う
僕
は
考
え
た
の
だ
っ
た
。

現
在
住
む
家
と
農
地
を
日
経
新
聞
の
広
告
で
見

つ
け
た
の
は
三
十
六
歳
の
秋
だ
っ
た
。
そ
こ
で
僕

は
ひ
と
つ
の
賭
け
に
出
る
。
東
京
の
不
動
産
会
社

に
百
万
円
の
手
付
金
を
打
つ
と
同
時
に
、
そ
れ
ま

で
住
ん
で
い
た
家
と
土
地
を
売
り
に
出
し
た
。
で

も
な
か
な
か
売
れ
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
手
付
金

が
流
れ
る
。
不
安
の
日
々
は
四
カ
月
続
く
。
そ
し

て
よ
う
や
く
売
れ
る
。
犬
、
猫
、
鶏
、
山
羊
、
そ

し
て
、
百
姓
に
な
っ
た
ら
も
う
買
え
な
い
だ
ろ
う

と
考
え
買
い
貯
め
て
お
い
た
本
千
冊
ほ
ど
を
ト
ラ

ッ
ク
に
載
せ
、
今
の
地
に
移
っ
て
き
た
。
そ
の
日

か
ら
二
年
半
、
僕
は
東
京
の
会
社
に
通
っ
た
。
往

復
五
時
間
と
い
う
通
勤
は
夢
が
か
な
っ
た
と
い
う

喜
び
ゆ
え
か
、
全
く
苦
に
な
ら
な
か
っ
た
。

●

眼
高
手
低
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
知
識
ば
か

り
が
豊
富
で
技
術
が
伴
わ
な
い
、
理
想
は

高
い
が
行
動
力
が
な
い
、
そ
ん
な
意
味
だ
。「
眼

中
手
中
」
の
僕
だ
か
ら
自
慢
め
い
た
こ
と
は
言
え

な
い
が
、
過
ぎ
た
四
十
年
を
振
り
返
っ
て
思
う
に
、

考
え
る
前
に
飛
ぶ
自
分
だ
っ
た
の
は
良
か
っ
た
。

と
も
か
く
行
動
す
る
、
躊
躇
せ
ず
突
き
進
む
。
そ

う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
の
暮
ら
し
が
あ
る
と
も

考
え
る
。「
石
橋
を
叩
い
て
」
も
渡
ら
な
い
。
人

間
そ
れ
で
は
夢
に
届
く
ま
い
。
脱
サ
ラ
の
百
姓
に

も
な
れ
ま
い
。
霜
月
の
よ
く
晴
れ
た
今
日
と
い
う

日
、
色
付
い
た
蜜
柑
を
窓
越
し
に
眺
め
つ
つ
、
僕

は
そ
ん
な
気
が
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

中
村 

顕
治

第 2 0 回

眼
高
手
低

【
な
か
む
ら
・
け
ん
じ
】
昭
和
22
年
山
口
県
生
ま
れ
。
33

歳
で
築
50
年
の
農
家
跡
に
移
住
。
現
在
は
千
葉
県
八
街

市
在
住
。
典
型
的
な
多
品
種
少
量
栽
培
を
実
践
。
チ
ャ

ボ
を
庭
に
放
任
飼
育
す
る
。
ブ
ロ
グ
「
食
う
た
め
に
生

き
る
│
脱
サ
ラ
百
姓
日
記
」

http://blogs.yahoo.co.jp/tam
akenjijibaba



参
加
し
た
い
！

プ
ロ
が
開
催
す
る

本
格
・
農
林
漁
業
体
験

農
林
漁
業
へ
の
就
業
を
考
え
て
い
る
け
ど
、

い
ま
い
ち
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
人
、
い
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
ア
ナ
タ
に
オ
ス
ス
メ
し
た
い
の
が
、
農
林
漁
業
体
験
で
す
。

体
験
を
通
し
て
仕
事
に
触
れ
て
み
れ
ば
、

言
葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な
い
、
魅
力
や
大
変
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
。

今
号
は
、
そ
の
道
の
プ
ロ
が
開
催
す
る
農
林
漁
業
体
験
を
特
集
。

プ
ロ
だ
か
ら
こ
そ
伝
え
ら
れ
る
〝
現
場
の
空
気
〞
に
触
れ
て
み
よ
う
！

特集
1
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初
心
者
向
け
か
ら
、
プ
ロ
向
け
ま
で

幅
広
い
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

「
林
業
を
知
る
に
は
、
ま
ず
触
れ
て
み
る
こ
と

が
大
切
」
と
語
る
の
は
、
豊
田
市
森
林
課
の
北

岡
明
彦
さ
ん
（
58
歳
）。

北
岡
さ
ん
は
、
と
よ
た
森
林
学
校
の
講
師
と

し
て
、
一
年
を
通
し
て
様
々
な
講
座
、
体
験
学

習
の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
今
回
取
材
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
「
初
め
て
の
間
伐
体
験
」
と
い
っ

た
初
心
者
向
け
の
体
験
学
習
か
ら
、
森
林
の
管

理
に
つ
い
て
学
ぶ
「
山
主
森
林
経
営
講
座
」、
林

業
の
プ
ロ
を
目
指
す
人
向
け
の
「
セ
ミ
プ
ロ
林

業
作
業
者
養
成
講
座
」
な
ど
専
門
性
の
高
い
講

座
で
講
師
を
務
め
る
、
森
林
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
ル
だ
。

「
豊
田
市
が
主
催
し
豊
田
森
林
組
合
が
運
営
す

る
、
と
よ
た
森
林
学
校
は
今
年
で
７
年
目
に
な

り
ま
す
。
間
伐
体
験
を
始
め
、
い
ろ
い
ろ
な
講

座
を
開
講
す
る
こ
と
で
都
市
部
と
森
林
地
区
と

を
つ
な
げ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
活
動
し
て
い
ま
す
。

と
よ
た
森
林
学
校
の
体
験
や
講
座
を
通
し
、
多

く
の
人
に
森
林
の
魅
力
、
林
業
の
意
義
が
伝
わ

れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
北
岡
さ
ん
。

そ
ん
な
北
岡
さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
と
よ
た

森
林
学
校
の
体
験
は
森
林
、
林
業
へ
の
愛
情
を

強
く
感
じ
ら
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

作
業
の
意
味
を
学
び
な
が
ら

間
伐
を
体
験

今
回
、「
初
め
て
の
間
伐
体
験
」
の
取
材
を
お

願
い
し
た
の
は
10
月
13
日
。
実
は
遡
る
こ
と
1
カ

月
前
の
９
月
８
日
に
１
日
目
（
テ
ー
マ
：
間
伐
の

必
要
性
・
巻
枯
ら
し
間
伐
）
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。

と
よ
た
森
林
学
校
の
体
験
学
習
は
数
日
に
渡

っ
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
長
い

も
の
で
10
日
間
、
中
に
は
２
泊
３
日
の
研
修
と

い
う
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。

「
初
め
て
の
間
伐
体
験
」
の
２
日
目
は
、
間
伐

の
方
法
・
手
鋸
間
伐
を
テ
ー
マ
に
し
た
体
験
学

習
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
ま
ず
バ
ス
に
乗
り
込
み
、
市
の
施

設
に
移
動
。
こ
こ
で
体
験
と
し
て
入
る
森
林
の

成
り
立
ち
や
間
伐
の
必
要
性
、
目
的
、
日
本
に

お
け
る
林
業
の
現
状
な
ど
を
学
ぶ
。
体
験
に
来

ノコギリを使った間伐体験で
木こりの仕事に触れる
愛知県豊田市の「とよた森林学校」では、豊田市森林課の
北岡明彦さんが中心となり、森林の仕組みや森の動植物、
人工林の手入れ方法など、森林に関する様々な知識や技能
が学べる体験学習を催している。

主催：とよた森林学
校

参加したい！　プロ
が開催する 本格・

農林漁業体験

「林業体験」をレポ
ート

「初めての間伐体験
」　

愛
あいちけん

知県豊
とよた

田市
し
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体験では実際に間伐を行う。日常生活では絶対に得られない緊張感と達成感が味わえる
のが体験学習ならではの醍醐味

心地よい疲労の中、今
日の体験を振り返る。
中には次へのステップ
を心に決める人も

豊田市で集合の後、
バスにて市の施設へ
移動。体験の前に座
学が開かれる

座学ではこれから臨
む間伐の必要性や森
林の仕組み等につい
て講義が行われる

体験とはいえ、間伐
は危険を伴う作業。
安全に関する注意は
念入りに！

「初めての間伐体験」一日の流れ

午前９時に集合
バスで現場へ移動

座学にて
間伐の意味を学ぶ

森に入って
間伐体験開始

最後に一日のまとめ
と、質疑応答

座学では森林の仕組みについても学べる。森を愛する
北岡さんだけに講義にも熱が入る

作業はグループごとに分かれ、協力して
間伐を行う

て
座
学
？　

と
思
っ
た
読
者
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、「
自
分
た
ち
の
身
近
に
あ
る
森

林
の
こ
と
」
を
学
ぶ
の
は
思
い
の
ほ
か
楽
し
い
。

こ
の
後
に
間
伐
体
験
に
移
る
の
だ
が
、
座
学
で

森
林
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
せ
い
も
あ
り
、
間

伐
体
験
に
も
お
の
ず
と
力
が
入
る
。

体
験
で
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ノ
コ
ギ
リ

を
使
っ
た
間
伐
を
行
う
。
運
営
ス
タ
ッ
フ
か
ら

木
を
切
る
際
の
注
意
点
や
、
ノ
コ
ギ
リ
を
使
う

際
の
ポ
イ
ン
ト
等
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
間
伐

作
業
を
行
う
の
だ
が
、
な
ぜ
木
を
切
る
必
要
が

あ
る
の
か
？　

間
伐
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
ど

ん
な
効
果
が
あ
る
の
か
？　

間
伐
の
意
義
を
知

っ
た
上
で
の
作
業
は
、
た
と
え
体
験
学
習
と
い

え
ど
も
尊
い
も
の
に
思
え
て
く
る
。

今
回
の
体
験
に
は
女
性
も
多
数
参
加
し
て
お

り
、
不
慣
れ
な
ノ
コ
ギ
リ
を
使
っ
た
重
労
働
（
ノ

コ
ギ
リ
一
本
で
木
を
切
る
の
だ
か
ら
！
）
は
、

か
な
り
応
え
た
ハ
ズ
、
と
思
い
き
や
、
意
外
と

み
ん
な
清
々
し
い
顔
…
。
こ
こ
が
「
と
よ
た
森

林
学
校
」
の
、
北
岡
さ
ん
マ
ジ
ッ
ク
な
の
か
も

し
れ
な
い
。「
指
導
さ
れ
る
が
ま
ま
の
作
業
」
と
、

「
意
味
を
踏
ま
え
た
上
で
の
作
業
」
の
違
い
だ
。

身
近
な
よ
う
で
、
身
近
で
は
な
い
、
農
、
林
、

漁
業
。
ゆ
え
に
い
き
な
り
飛
び
込
む
に
は
ハ
ー

ド
ル
も
高
い
。
と
よ
た
森
林
学
校
の
よ
う
な「
理

由
」
と
「
意
義
」
を
し
っ
か
り
理
解
し
な
が
ら

林
業
に
触
れ
、
就
業
へ
と
歩
む
こ
と
が
、
最
も

確
実
で
、
失
敗
の
な
い
進
み
方
だ
ろ
う
。

本格度

料金

楽しさ
良い
50

悪い

5

4

掛かる
時間

お手軽さ

3

2

1

44

333

22

11

今回取材した「初めての間
伐体験」は、その名のとお
り、初心者向けの体験。参
加費も2回分で2,000円と
リーズナブルな上、ヘルメ
ットやノコギリといった道
具も事務局が用意してくれ
る。拘束時間も９時～ 16
時と、休日の体験としては
手頃。ただし、スタッフが
手ほどきしてくれるとはい
え、木を切る体験である以
上、危険はゼロではない。
参加するには油断は禁物、
という心構えが大切だ。

とよた森林学校　電話：0565-61-1618
http://woodytoyota.net/gakkou/0_index.html

主催者「北
きたおか

岡明
あきひこ

彦さん」から一言

山の仕事は危険が多く、厳しい面も多くあります。憧
れだけでは長続きしないでしょう。林業に限ったこ
とではありませんが、まずは体験から始めるとい
いでしょう。林業とはどういう仕事なのか、どん
な苦労があるのか、知識を得、体験を通して“体
で知る”ことが大切です。それでも林業に就きた
いという人には、私たちスタッフ一同、全力でバ

ックアップさせてもらいます。

体験を通し、その仕事を
“体で知る”ことが大切です

グラフで見る「林業体験」

参加したい！　プロが開催する 本格・農林漁業体験
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誰でもいきなり漁師体験！
網を引き上げ魚を捕れ！！

山形県鶴岡市の三瀬港に軒を構える旅館・仁三郎。ここで
は漁師と一緒に網を引き上げるホンモノの漁師体験に参加
できる。これまでの体験者のうち３人が実際に漁師になっ
ているという、本格体験を潜入取材！

12
番
目
の
乗
組
員
と
な
り
、

漁
業
を
学
べ
る
4
日
間

11
人
の
漁
師
を
乗
せ
て
、
定
置
網
漁
を
行
っ

て
い
る
第
十
八
仁
豊
丸
。
こ
の
漁
船
の
12
番
目
の

乗
組
員
と
な
り
、
4
日
間
に
わ
た
っ
て
実
際
の
漁

を
体
験
す
る
―
―
そ
ん
な
プ
ラ
ン
が
、
山
形
県

鶴
岡
市
の
旅
館
・
仁
三
郎
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
10
年
く
ら
い
前
か
な
。
景
気
が
悪
く
て
漁
師

に
な
り
た
い
っ
て
い
う
問
い
合
わ
せ
が
多
か
っ
た

ん
だ
よ
。
そ
れ
で
、
体
験
し
て
か
ら
考
え
て
く
れ

主催：旅館　仁三郎

参加したい！　プロ
が開催する 本格・

農林漁業体験

「漁業体験」をレポ
ート

「漁師になれる3泊
4日」

優しく指導してくれる伊関敦さん

と
い
う
こ
と
で

漁
師
体
験
を
始

め
た
ん
だ
」。

そ
う
語
る
の

は
、
漁
船
・
仁

豊
丸
の
船
長
を

務
め
、
旅
館
・

仁
三
郎
の
責
任
者
で
も
あ
る
伊
関
豊
さ
ん
（
70

歳
）。
漁
師
一
筋
55
年
の
大
ベ
テ
ラ
ン
だ
。

体
験
者
の
指
導
は
、
基
本
的
に
は
豊
さ
ん
の

長
男
で
あ
る
敦
さ
ん
（
43
歳
）
が
担
当
す
る
。「
こ

れ
ま
で
10
人
く
ら
い
が
体
験
に
来
て
、
実
際
に

漁
師
に
な
っ
た
の
は
3
人
か
な
。
漁
師
に
な
る
ん

だ
っ
て
気
持
ち
を
掲
げ
て
く
る
人
も
い
れ
ば
、
4

日
間
だ
け
違
う
世
界
を
体
験
し
て
み
た
い
っ
て
い

う
観
光
目
的
の
人
も
い
る
」（
敦
さ
ん
）

漁
師
体
験
の
料
金
は
、
旅
館
で
の
宿
泊
費
や

食
費
、
カ
ッ
パ
レ
ン
タ
ル
料
、
保
険
料
な
ど
が
込

み
で
3
泊
4
日
が
2
万
円
。
そ
こ
か
ら
1
日
延

び
る
ご
と
に
5
千
円
ず
つ
増
え
る
。
最
短
で
も

3
泊
4
日
と
い
う
の
は
「
来
た
日
と
帰
る
日
は

別
に
し
て
、
せ
め
て
丸
2
日
間
く
ら
い
は
漁
師
と

一
緒
に
行
動
し
な
い
と
漁
師
体
験
と
は
言
え
な

い
」
と
い
う
敦
さ
ん
の
思
い
が
あ
る
か
ら
だ
。

あ
り
の
ま
ま
の
漁
師
に
触
れ
て

そ
の
厳
し
さ
、
楽
し
さ
を
感
じ
る

仁
三
郎
の
漁
は
、
海
に
網
を
仕
掛
け
て
お
き
、

か
か
っ
た
魚
を
引
き
上
げ
る
定
置
網
漁
。
午
前

6
時
頃
に
出
航
し
、
約
10
分
も
沖
に
出
れ
ば
仕

掛
け
た
ポ
イ
ン
ト
に
た
ど
り
着
く
。
30
分
ほ
ど

か
け
て
ひ
と
つ
の
網
を
上
げ
た
ら
、
次
の
場
所
へ

移
動
。
そ
れ
を
4
回
繰
り
返
す
。

「
体
験
者
に
や
っ
て
も
ら
う
の
は
、
網
を
引
っ

張
る
こ
と
と
、
魚
の
選
別
か
な
」（
敦
さ
ん
）。

山
やまがたけん

形県鶴
つるおか

岡市
し



11

は
仁
三
郎
か
ら
弁
当
が
出
る
。
お
楽
し
み
は
、
そ

の
日
捕
れ
た
魚
を
使
っ
た
味
噌
汁
で
あ
る
。
取

材
日
は
、
大
き
な
ど
ん
ぶ
り
に
イ
ナ
ダ
が
丸
々
一

匹
入
っ
た
味
噌
汁
が
出
た
。
そ
れ
が
あ
れ
ば
弁

当
は
い
ら
な
い
ほ
ど
の
量
…
…
だ
が
、
そ
う
は
い

か
な
い
。
た
と
え
船
酔
い
し
て
気
分
が
悪
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
し
っ
か
り
食
べ
て
丈
夫
な
体
を
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
漁
師
な
の
だ
。

朝
食
後
は
網
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
取
り
掛
か

る
。
こ
び
り
つ
い
た
貝
や
サ
ビ
を
落
と
し
た
り
、

ほ
つ
れ
を
直
し
た
り
な
ど
、
地
味
だ
が
細
か
い
作

業
も
漁
師
の
仕
事
。

魚
が
多
く
捕
れ
る
5
〜
6
月
、
10
〜
11
月
に

は
午
後
に
2
度
目
の
漁
に
出
る
が
、
あ
ま
り
捕

れ
な
い
時
期
に
は
漁
に
出
ず
、
午
後
も
陸
で
の

作
業
を
続
け
る
。
そ
し
て
日
暮
れ
前
に
旅
館
に

午前中は網仕事など陸
での作業をする。魚が
多く捕れる季節は午後
も漁に出る

設置場所へは約10
分で到着。網を引き
上げ、魚を種類ごと
に分ける

すべての網を上げた
ら港に戻って魚を水
揚げし、捕れた量を
チェック

９時頃に番屋に戻
り、その日捕れた魚
を味噌汁にして朝食
を食べる

漁師の一日を丸々体験！

午前６時頃に出港し
定置網の設置場所へ

港に戻ったら
市場へ水揚げ

番屋で朝食
捕れた魚を食べる！

午前は網仕事
季節によって午後も漁

第十八仁豊丸の乗組員の皆さん。70歳代が４人いるが現役バリバリだ

仁三郎はホームページも充実。漁師体験
以外にも、地引網や夜光虫観察など観光
メインの企画もあるぞ！　漁師の日々をつ
づった「にさぶろぐ」もチェック！
http://www.nisaburo.co.jp/

一日の終わりには仁三郎で新鮮な魚
料理をいただく。漁師の醍醐味だ

漁師となって５年目を迎えた、
最年少の工藤壮太さん（23
歳）。「腕っ節には自信があり
ます」と若い力で漁に貢献

す
べ
て
の
網
を
引
き
上
げ
た
ら
港
へ
戻
る
。
海

に
出
て
い
る
の
は
3
時
間
ほ
ど
だ
。
捕
れ
た
魚
を

市
場
へ
水
揚
げ
し
、種
類
ご
と
に
箱
詰
め
し
た
ら
、

朝
の
仕
事
は
一
区
切
り
。
番
屋
と
呼
ば
れ
る
休
憩

所
に
戻
り
、
朝
食
の
時
間
と
な
る
。

漁
師
の
皆
さ
ん
は
弁
当
を
持
参
。
体
験
者
に

戻
り
、
体
験
者
は
豊
さ
ん
、
敦
さ
ん
と
と
も
に

夕
食
を
食
べ
る
。
漁
師
と
し
て
自
分
の
力
で
捕
っ

た
魚
が
、お
い
し
く
調
理
さ
れ
た
姿
で
再
登
場
だ
。

そ
の
味
に
一
日
の
疲
れ
も
吹
っ
飛
ぶ
だ
ろ
う
。

仁
三
郎
で
は
、
体
験
者
に
あ
り
の
ま
ま
の
漁

師
を
見
せ
る
。
誰
で
も
受
け
入
れ
、
そ
し
て
漁
の

厳
し
さ
も
そ
の
ま
ま
ぶ
つ
け
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

漁
師
の
お
も
し
ろ
さ
、
醍
醐
味
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
海
が
好
き
で
魚
が
好
き
で
、
そ
し
て
一
匹
で

も
多
く
捕
り
た
い
と
い
う
欲
が
大
切
。
そ
れ
が

あ
れ
ば
漁
師
に
な
れ
る
。
学
校
の
成
績
が
優
秀

じ
ゃ
な
く
て
も
い
い
。
だ
か
ら
面
白
い
ん
だ
よ
、

こ
の
世
界
は
」
と
豊
さ
ん
は
語
る
。
漁
師
で
し
か

わ
か
ら
な
い
厳
し
さ
、
面
白
さ
。
そ
れ
を
教
え
て

く
れ
る
〝
先
輩
〞
が
、
仁
三
郎
で
待
っ
て
い
る
。

参加したい！　プロが開催する 本格・農林漁業体験

本格度

料金

楽しさ
良い
50

悪い

5

4

掛かる
時間

お手軽さ

3

2

1

44

333

22

11

定置網漁に４日間同行する
ので「本格度」は高い。そ
の分、しっかりとした体験
をするために「掛かる時間」
は長くなる。「料金」は旅
館の宿泊費やおいしい魚
料理がついてこの値段なの
で、普通に泊まるよりも安
くなっている。漁師の仕事
に同行するので遊びではな
い。しかし、魚と触れ合い
新鮮な魚を食べるという漁
ならではの「楽しさ」を体
験できるだろう。カッパや
長靴、手袋などはすべて貸
し出してくれるので「手軽」
に参加できるのも魅力だ。

主催者「伊
い

関
せき

豊
ゆたか

さん」から一言

漁師体験をやっているのは、漁師という職業をも
っと多くの人に見てもらいたいという気持ちもあ
るからだよ。魚の名前を知っていても、スーパー
にある切り身しか見たことのない人が多いと思
う。魚を捕ることがどれだけ大変なことなの
かを知ってほしい。そして、魚がもっと高く買
ってもらえるようになったらいいね。

漁師という職業を
もっと多くの人に見てもらいたい

グラフで見る「漁業体験」

夕日輝く網元の宿　旅館 仁三郎
電話：0235-73-2109

仁三郎 検索
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農業研修から農業者へ
着実に夢を実現していく

加藤さんは、島根県浜田市弥栄（やさか）町のやさか共同農
場で、農業研修を受けている。生まれ育った神奈川県を出
て、若干19歳で農業の道に飛び込んで、現在は２年目。夢
は、独立就農!!　自らの道を信じて誠実に突き進んでいく。

加
藤
輝
喜
さ
ん
（
20
歳
）
の
仕
事
は
、
午
前

6
時
半
か
ら
始
ま
る
。
コ
マ
ツ
ナ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
な
ど
は
、
日
が
昇
っ
て
か
ら
収
穫
す
る
と
、
葉

が
し
お
れ
て
出
荷
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

だ
。加

藤
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
相
模
原
市
出
身
。

普
通
科
高
校
卒
業
後
、島
根
県
浜
田
市
弥
栄
（
や

さ
か
）
町
に
あ
る
「
有
限
会
社
や
さ
か
共
同
農

場
」
の
研
修
生
に
な
っ
た
。
19
歳
で
研
修
生
と

な
っ
た
理
由
は
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
で
育
っ

た
の
で
、
と
に
か
く
農
業
に
触
れ
て
み
た
か
っ

た
!!　

農
業
が
ど
ん
な
も
の
か
確
か
め
た
か
っ

た
ん
で
す
」
と
、
農
業
へ
の
憧
れ
を
話
し
て
く

れ
た
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
突
然
、
農
業
の
現

場
に
飛
び
込
ん
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
高
校

3
年
生
の
時
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
近
所
の
農

業
法
人
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
て
い

る
。
そ
の
時
に
、「
本
格
的
な
農
業
を
や
っ
て
み

た
い
」
と
の
思
い
を
強
く
し
た
。

や
り
が
い
の
あ
る
の
が
農
業

農
業
を
始
め
て
み
る
と
、
毎
日
が
充
実
し
て
、

「
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
。
農
作
物
は
、
天

候
に
左
右
さ
れ
る
。
台
風
が
来
る
前
に
は
、
収

穫
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、
病
害
虫
が

出
た
ら
、
一
緒
に
作
業
を
し
て
い
る
仲
間
と
、
ど

の
方
法
で
問
題
を
解
決
で
き
る
か
必
死
に
考
え

た
。
い
つ
、
何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
…
そ
の

中
で
、
体
を
動
か
し
て
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
が
、

加
藤
さ
ん
に
は
合
っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、「
や
り
が
い
が
あ
る
」
理
由
に
、
や
さ

か
共
同
農
場
の
研
修
の
仕
組
み
が
影
響
し
て
い

る
。
や
さ
か
共
同
農
場
で
は
、担
当
制
で
は
な
く
、

み
ん
な
で
農
作
業
を
す
る
。
そ
の
時
に
必
要
な
こ

と
す
べ
て
を
、
優
先
順
位
を
決
め
て
実
践
し
て
い

く
。
加
藤
さ
ん
は
、
こ
の
1
年
半
の
間
で
、
水
稲
、

ソ
バ
、
大
豆
、
原
木
椎
茸
、
大
根
な
ど
の
露
地
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
施
設
栽
培
と
さ
ま
ざ
ま
な

農
作
業
を
体
験
で
き
た
。
ま
た
、
味
噌
、
甘
酒

やさか共同農場

主催：有限会社やさ
か共同農場

参加したい！　プロ
が開催する 本格・

農林漁業体験

「農業体験」をレポ
ート

「やさか農村塾」
島
しまねけん

根県浜
はまだ

田市
し



本格度

料金

楽しさ
良い
50

悪い

5

4

掛かる
時間

お手軽さ

3

2

1

44

333

22

11

主催者「佐
さ と う

藤隆
たかし

社長」から一言

13

仲間と一緒に。左下が加藤さん

ホウレンソウの収穫。「ジーっとして話すより、体を動かしながら話を
する方がいいアイデアが浮かぶ」と、すっかり農業者（上）
トマトの収穫をする加藤さん。もぎとったトマトを試食することも。「う
ちのトマトは、おいしいんですよ」と自信満々に話す（左）

造
り
な
ど
の
加
工
に
も
挑
戦
し
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
で
、
将
来
、
自
分
の
や
り
た

い
農
業
を
模
索
し
て
い
く
。
日
々
、勉
強
で
あ
る
。

研
修
を
続
け
る
理
由

加
藤
さ
ん
の
生
活
は
、
6
時
半
に
農
作
業
を
始

め
て
、
終
え
る
の
は
18
時
頃
だ
と
い
う
。
身
内
が

い
な
い
島
根
県
で
、
そ
の
生
活
に
耐
え
ら
れ
る
の

か
。「

初
め
は
、
大
変
で
し
た
。
で
も
、
体
が
だ
ん

だ
ん
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
第
一
に
み
ん
な
と
一
緒

に
作
業
を
す
る
の
が
面
白
い
。
先
輩
が
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
作
業
中
に
笑
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
ん
で
す
」
と
、
大
変

さ
を
逆
に
楽
し
ん
で
い
る
。

加
藤
さ
ん
は
、
研
修
後
、
弥
栄
町
で
の
独
立

就
農
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
知
る
や

さ
か
共
同
農
場
の
佐
藤
隆
社
長
（
58
歳
）
は
、

農
地
を
探
し
て
い
る
と
い
う
。
加
藤
さ
ん
が
独

「やさか共同農場」の加工品
　やさか共同農場では、設立以
来、有機農法を用いている（有
機JAS取得済み）。その農産物
で造った味噌、甘酒、切干大根などの加工品
も販売している。特に、塩麹やその原料であ
る米麹は、人気で生産が追い付かないほどだ。

立
就
農
し
た
後
も
農
産
物
の
販
路
拡
大
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。
弱
音
を
吐
か

ず
、
真
面
目
に
研
修
に
取
り
組
む
加
藤
さ
ん
を

評
価
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

将
来
に
つ
な
が
る
研
修

農
業
に
就
く
に
は
、自
ら
農
業
を
始
め
る
（
独

立
就
農
）、
農
業
経
営
を
人
か
ら
引
き
継
ぐ
（
第

三
者
経
営
継
承
）、
農
業
法
人
に
就
職
す
る
（
法

人
就
職
）、
農
家
の
子
弟
の
場
合
に
は
家
を
継
ぐ

と
い
う
方
法
が
あ
る
。

加
藤
さ
ん
が
目
指
し
て
い
る
独
立
就
農
で
は
、

農
地
を
借
り
入
れ
る
か
、
購
入
す
る
必
要
が
あ

る
。
農
地
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
地
域
の
住
民

に
信
用
さ
れ
て
い
な
い
と
、
難
し
い
。
そ
こ
で
、

や
さ
か
共
同
農
場
の
研
修
生
は
、
栽
培
技
術
や

経
営
管
理
の
習
得
以
外
に
も
、
地
域
の
農
家
を

回
っ
て
農
産
物
を
集
め
、
広
島
県
な
ど
の
市
場

に
共
同
出
荷
を
週
に
３
回
行
っ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
研
修
生
は
近
隣
の
農
家
と
顔
見
知
り
に

な
り
、
地
域
に
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

加
藤
さ
ん
の
よ
う
に
農
業
法
人
で
の
研
修
か

ら
、
農
業
へ
の
夢
を
実
現
し
て
い
く
方
法
が
あ

る
。
農
業
を
仕
事
に
し
た
い
と
考
え
る
な
ら
、

体
験
や
研
修
か
ら
入
る
こ
と
も
一
つ
だ
。

農業への就業を目標にし
ている体験なので、研修
期間は1年を単位としてい
る（最長2年）。1年は長い
ようだが、これで就業でき
るのなら短い。研修費は無
料で、7万円／月の報酬が
ある。また、島根県の産業
体験支援事業が利用できれ
ば、最長1年間、12万円／
月の助成を受けることが可
能だ（14頁参照）。

研修制度は40年前からあるのですが、初めの目的は援
農でした。今は地域の人が高齢になり、地域の人を
見守ったり、助けたり、弥栄町の土地を守っていく
という意味合いが強いです。そのため、研修生には
地域に密着した活動をしてもらっています。
研修修了後は、弥栄町での独立就農のみでなく、他
地域で再度、農業の勉強を続けたり、味噌造りなど
の農産加工を仕事にする人もいます。40年の蓄積で
得たさまざまな「人とのつながり」や「知識」をフルに
発揮して、研修生を応援します!!　大切な経験や個性を
活かしていってほしいです。

グラフで見る「農業体験」

参加したい！　プロが開催する 本格・農林漁業体験

やさか共同農場　電話：0855-48-2510
http://fi sh.miracle.ne.jp/sennin-g/yasaka/
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http://www.kurashimanet.jp

☎0852-28-0690
（公財）ふるさと島根定住財団  UIターン推進課

☎0852-22-5394
島根県農業経営課

☎0852-20-2872
（公財）しまね農業振興公社

●お問い合わせ

●お問い合わせ

島根のＵＩターン最新情報を発信中！
（ＵＩターン支援情報、しごと、住ま
い、移住体験情報、ＵＩターン者の声
など情報満載）

島根県では、これまで支援してきた「自営就農」「雇用就
農」という就農形態に加え、新たにＵＩターンして、「半
農半Ｘ」（いわゆる兼業就農）される方を支援します！

ＵＩターンのための
島根の産業体験事業

島根県は「半農半Ｘ」を
応援しています！

しまねＵＩターン総合サイト「くらしまねっと」

くらしまねっと 検  索

事業の対象となる方
◎市町村の認定を受けられた方（県外からのＵＩターン者で年
齢６５歳未満）

※他にも要件があります。事前にお問い合わせください。

支援の内容
①就農前研修経費助成事業（営農に必要な研修期間中の研
修経費を助成）

　【助成額】１２万円／月（１２か月以内）
②定住定着助成事業（定住して営農を開始した場合の営農経
費等を助成）
　【助成額】１２万円／月（１２か月以内）
※島根県内にて最低５年間農業に従事しなければ助成金返還
となります。

島根県が提案・募集する半農半Ｘの例
半農×半看護、半農×半介護、半農×半保育、半農×半蔵人など
※上記産業体験事業を終了後、この制度を利用することも可能です。

体験期間（３か月～１年間）
・体験者助成／月１２万円　　
・親子連れ助成／月３万円（1世帯あたり）
※親子連れ助成は産業体験者で体験開始時に中学生以下の
子どもを同伴している場合

豊かな自然と地域の人々に囲まれた中で研修しながら、
自分らしい「仕事」や「生活の場」を見つけませんか。県
外在住の方が県内の農林漁業等の分野で、最長１年間
体験・研修を行う場合に、滞在に要する経費の一部を支
援します。あなたも、産業体験を通して島根を体験してみ
ませんか。詳しくは、定住財団までお問い合わせください。

やさか共同農場
加藤さんも
利用されました
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長野県　飯田市

◎参加者の声（2012年春に参加された方の言葉から）

お問い合わせ先

〒395-0817　長野県飯田市鼎東鼎281
FAX. 0265（52）6181
E-mail：worholi@city.iida.nagano.jp
HP：http://www.city.iida.lg.jp/waki/

0265（21）3217

長野県飯田市役所農業課内
　　ワーキングホリデー事務局

●日程/
　第1回：平成25年4月27日（土）～4月30日（火）3泊4日
　第2回：平成25年5月3日（金）～5月6日（月）3泊4日
●宿泊・食事/作業をする農家にて提供。食事は
初日夕食から最終日昼食まで。

●作業内容/りんご摘花作業ほか
●募集人員/第1回、第2回合わせて100名程度
を予定。
●参加費/無料
●申込期間/3月1日（金）～3月15日（金）
●応募方法/インターネット、郵送又はFAX（参加
申込書はお電話でご請求ください）
●参加の可否/参加いただく20日程度前までに事
務局よりお知らせいたします。

※これ以外の期間でも、随時申込を受け付けます。
農閑期となる1～ 2月を除きほぼ通年で受入しま
すので事務局までお問い合わせください。

募集要項

南信州・飯田市では、忙しい時期の農家をお手伝いいただく
援農ボランティア「ワーキングホリデー飯田」参加希望者を募集しています。
「農業に関心がある」「自然が大好き」「農家の生活を体験したい」皆さん、
どうぞ飯田においでなんしょ！

ワーキングホリデー飯田・参加者募集！

・りんごの花に囲まれて気持ちのよい農作業でした。
・お客様扱いではなく、農家との家族のように触れ合えました。
・美味しい空気と美しい山に囲まれてリフレッシュ！
・実際の農業や農家の暮らしを体験できました。

3泊4日で農家のお手伝いをしてみませんか？

長野

松本

岡谷

至名古屋

至豊橋

至山梨、東京
中央自動車道

新幹線

JR飯田線

塩尻

飯田市

小諸 軽井沢

信濃大町

●開催日：平成25年3月2日（土）
●時　間：相談会10時～16時　セミナー13時～15時
●場　所：兵庫県農業会館11階ホール他
 （JR元町駅 大丸神戸店南側）

兵庫県で農業を初めたい人を応援します。

ひょうご就農支援センター

〒650-0011 神戸市中央区中山手通4-15-3 農業共済会館3F
FAX：078（391）8755　　メール：hyogo-shunou2@true.ocn.ne.jp

お問い合せ先

078（391）1222 担当：西尾
ひょうご就農支援センター

就農希望者向けセミナー・
相談会
3月2日（土）神戸市で開催！
農業の体験が
したい

農業がしたいので
色々な

情報が欲しい

農業法人に
就職したい

新・農業人フェア
大阪（2/16）出展

公益財団法人 茨城県農林振興公社
029（239）7131

URL：http://www.ibanourin.or.jp

つくば市小野崎488-1

平成25年2月9日（土）
11:00～16:00
ホテルグランド東雲

日時

場所

新・農業人フェア
      in いばらき

新規就農
相談会

茨城県で農業を始め
たい方の相談を
お受けします。

農業法人
就職相談会
茨城県内の農業法人の
求人情報を提供します。
農業法人が出展して
直接相談をお受け

します。

新規就農
相談会

農業法人
就職相談会

茨城県で農業を始め
たい方の相談を
お受けします。

茨城県内の農業法人の
求人情報を提供します。
農業法人が出展して
直接相談をお受け

します。

第3回 つくば会場

新・農業人フェア
      in いばらき
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高知県立農業大学校  研修課「窪川アグリ体験塾」

高知県立農業大学校
研修課「窪川アグリ体験塾」

新・農業人フェア（就農相談会）日程
「高知県ブース出展予定」

東京（H25/1/19）
大阪（H25/2/16）

〒786-0042　高知県高岡郡四万十町黒石665
FAX. 0880（24）1272
0880（24）0007  担当／内原、矢野

就農希望者長期研修新いなかビジネススクール

　Ｉ・Ｕターン等で就農を目指す方に、
宿泊しながら自主的に学べる実践的
な農業技術研修です。
　目的や希望（野菜・水稲・果樹・農業
機械等）に応じて、主体的に研修できます。
　栽培実習を中心に、同校教育課や
試験場での講座、先進農家での研修
を受けることができます。
　お気軽にご相談ください。

内
容

定
員

料
金

U
R
L

備
考

http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.
lg.jp/kikan/agri/

http://www.nogyo.tosa.pref.kochi.lg.
jp/kikan/agri/H23inaka/index.html

随時募集中！！

長期研修生、
新いなかビジネススクール受講生

　新いなかビジネススクールは、「農業
にチャレンジしてみたい」「農業の勉強を
したい」という就農を希望する方のため
に、高知県が実施しているインターネット
での通信講座です。
　就農するために必要な知識や農業技
術、高知県農業の概要を学ぶことがで
きます。スクーリング（農業実習・農家
視察など）へも参加できます。

20名程度50名

研修期間：  
「一般コース」3、6、12ヶ月コース
「熟年コース」3、6ヶ月コース（原則）
※要面接。随時受付。
※宿泊無料（要：シーツクリーニング代）

スクーリング日程
平成25年 2 月 15日（金）～17日（日）
※年4回開催

研修料：1日480円
食事代：朝食200円、昼食400円、夕食400円
※宿泊施設と食堂を完備

受講料：無料
スクーリング参加費：1日480円

幕別町

札幌

旭川

帯広

短期研修生
１年を基準にした農業体験コースです。こ
れから新規就農を目指す方はもちろん、
「食」や「農」についてもっと知りたい、北
海道幕別町の畑で働いてみたい、農作
業を体験したいなど、農業に関心のある
方を幅広く歓迎します。
※ご希望に合わせて、研修期間の設定可能

フロンティア研修生
新規就農を目標にするコースです。「農業
人になる！」という信念をお持ちの方は、
短期研修を終了した後に審査を経て、こ
のコースに進み、より実践的な研修を受け
ることができます。

●募集人員：若干名
○新規就農を目指す、概ね35才までの方。
　体験コースを希望する方については、年
齢は問いませんが、心身ともに健康で農
作業が可能な体力のある方。

○普通自動車免許が必要です。
※新規就農を目指される方については、必
要となる自己資金を準備できること。
　妻帯者が前提となります。
※現在、忠類地区において、酪農で新規
就農を目指す方を大募集！詳しくは、
事務局までお問い合わせください。

○アパート形式の住宅を完備していますの
で、プライベートはしっかり確保されます。
オール電化対応の快適な施設です。
○幕別・札内市街地までは車で15分ほ
どで、金融機関や食料品等の生活に
必要なものが揃います。隣接する帯広
市・忠類市街地へは30分程度です。

募集情報

こんな方を募集します

生活環境

北海道 幕別町

北海道中川郡幕別町字新和162番地128
FAX. 0155（57）2716
E-mail:nogyosinkokosya@north.hokkai.net
http://north.hokkai.net/nogyosinkokosya

0155（57）2711

まくべつ農村アカデミー
事務局 公益財団法人幕別町農業振興公社

「自然に囲まれて仕事がしたい」「家族との時間を大切にしたい」
十勝平野の真ん中で、あなたの目指す農業を実現してみませんか。
幕別町は、畑作、露地野菜、酪農等の多様な農業が営まれており、きっとあな
たの希望する研修ができるでしょう。
まくべつ農村アカデミーは、平成７年に開校以来、多くの卒業生を送り出してき
ました。本気で農業について考えたいのなら、私たちはきっとあなたの力にな
ることができます。

空と土の間で生きるという選択

富山県で畜産経営に
チャレンジしませんか？
農場継承（売却・賃貸）を希望している
農場で畜産を始めてみませんか。

●問い合わせ先

【酪　農】（売却・賃貸）
所在地 南砺市（平成22年5月廃業）
飼養規模 34頭の搾乳可能
 （繋ぎ飼い、パイプライン）
土地面積 畜舎……300㎡
 採草地…60,000㎡（借地）
施設 牛舎1棟　堆肥舎2棟　
 機械庫2棟

※搾乳施設等修繕の必要があります。

【肉用牛】（売却・賃貸）
所在地 南砺市
飼養規模 90頭規模の肥育可能
土地面積 施設用地……816㎡
 採草放牧地…30,000㎡（借地）
施設 肥育舎１棟　堆肥舎1棟

（公社）富山県農林水産公社  農業担い手育成課
〒930-0096　富山市舟橋北町4番19号
TEL： 076（441）7396　　FAX： 076（444）3851
URL：http://www.taff.or.jp　　E-mail：nou6@taff.or.jp

農場継承（売却・賃貸）希望農場

◎その他支援
①市内の農業関連団体等で構成する長野市新規就農者支援会議により、農地・住
宅の斡旋、栽培技術指導等を支援します。
②農業機械の購入費用の一部を補助します。
③種苗導入に対する補助等の多種の補助制度があります。

長野県 長野市

HP：http://www.city.nagano.nagano.jp　E-mail：nosei@city.nagano.lg.jp
026（224）5098（直通）

長野市　農林部農業政策課　新たな農業企画室

長野市で農業を
始めませんか？

（1）おおむね40歳以下の認定就農者または認定農業者であること
（2）市が認める農業研修を受けること、または１年以内に農業研修を
修了していること

（3）経営主として営農を開始し、就農後10年以上営農を継続すること
（4）普通自動車第一種免許を有すること
（5）就農時に市内に住所を有し、市内で就農すること

平成25年１月31日まで

Fax. 026（224）5113

期　間…２年間
助成額…月額10万円

期　間…２年間
助成額…月額５万円

期　間…最長３年間
助成額…月額10万円以内

（1）研修費助成

（2）営農資金
　助成

応募資格

応募期限

市内の農家子弟新規参入者対象者

助
成
内
容

期　間…最長２年間
助成額…月額10万円以内

※青年就農給付金と重複支給はいたしません。

問合せ先

◎長野市新規就農者支援事業の支援内容

長野市では、市内で新たに農業を始める方に
国の青年就農給付金事業、または、
長野市新規就農者支援事業（下記参考）及び
各種補助事業等により支援します。

長野市では、市内で新たに農業を始める方に
国の青年就農給付金事業、または、
長野市新規就農者支援事業（下記参考）及び
各種補助事業等により支援します。
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グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
？

「
農
山
漁
村
で
楽
し
む
ゆ
と
り
あ
る
休
暇
」
の

こ
と
を
い
う
。
都
市
住
民
が
自
然
と
の
共
生
や
、

そ
こ
に
住
む
人
た
ち
と
の
共
生
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
前
提
と
し
た
余
暇
活
動
の
こ
と
を
指
し
て

い
る
。

都
市
部
で
暮
ら
す
人
に
と
っ
て
農
山
漁
村
は
、

い
わ
ば
オ
ア
シ
ス
と
も
い
え
る
。
農
山
漁
村
な
ら

で
は
の
雄
大
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
の
中
で
過

ご
し
、
家
畜
に
触
れ
、
乳
搾
り
体
験
な
ど
を
し

た
り
、
鎌
を
使
っ
て
手
で
稲
を
刈
り
取
っ
た
時
の

感
触
は
、
体
験
者
に
と
っ
て
一
生
の
財
産
と
な
る

だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、人
間
と
し
て「
生

き
て
い
る
」
こ
と
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
に
も
な

る
。多

く
の
農
山
漁
村
で
は
、
住
民
の
高
齢
化
や

地
域
の
過
疎
化
が
一
段
と
進
み
、
地
域
固
有
の
自

然
や
文
化
が
失
わ
れ
か
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の

問
題
解
決
の
起
爆
剤
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
っ
て
何
？

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
は
、
援
農
、
農
業
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
、
農
家
民

宿
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が
あ
り
、
日
帰
り
で
も
宿

泊
し
て
も
味
わ
え
る
。
宿
泊
先
は
、
自
然
の
中

に
建
て
ら
れ
た
民
宿
だ
っ
た
り
、
そ
の
地
域
の
人

の
家
だ
っ
た
り
、
ド
ー
ム
を
か
た
ど
っ
た
可
愛
い

コ
テ
ー
ジ
と
い
っ
た
場
合
も
あ
る
（
左
写
真
「
伊

賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
」）。
地
域

に
密
着
し
た

い
、
あ
る
い
は

暮
ら
し
ぶ
り
を

知
り
た
い
と
い

っ
た
人
に
は
、

農
家
民
宿
な

ど
地
域
の
民
家

に
宿
泊
す
る
こ

と
を
お
薦
め
し

た
い
。

今
後
の
課
題

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
み
に
は
、
資
源

の
評
価
、
市
場
動
向
の
分
析
、
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

の
水
準
、
地
域
全
体
の
推
進
計
画
や
事
業
の
採

算
性
な
ど
が
問
わ
れ
て
い
る
の
も
事
実
だ
。ま
た
、

き
め
細
か
な
施
設
の
維
持
や
持
続
的
な
イ
ベ
ン

ト
の
導
入
と
い
っ
た
管
理
・
運
営
に
も
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
ら
農
山
漁
村
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
に
は
、
普
段
の
生
活
そ
の
も
の
を
「
自
然

に
囲
ま
れ
、
素
朴
だ
が
豊
か
で
ゆ
っ
た
り
」
と
い

っ
た
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
や
イ
メ
ー
ジ 

に
沿
っ
た

も
の
と
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
で
あ
る
。
大
人
向

け
の
農
山
漁
村
の
演
出
は
も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も

に
対
す
る
教
育
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
体
感
で

き
る
テ
ー
マ
の
設
定
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

が
地
域
の
風
土
と
人
を
作
り
、
育
て
る
よ
う
な

環
境
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

農山漁村の魅力がギュッ！！
グリーンツーリズムで、
ふるさとに行こう！　

ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが

でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででで、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

●観光とグリーンツーリズムとの違い

観光 グリーンツーリズム

必要資源 自然、歴史、施設など
の大きな資源が必要

ありふれた農山漁村の
資源でよい

推進組織
行政と観光業界が組
織的に展開することが
必要

行政と各種住民組織
が協調して組織的に展
開することが必要

受入主体 観光業者が中心 地域ぐるみ、誰でも受
入れ可能

受入対応 観光業者まかせ
すすめ方によりさまざ
まな地域住民の参加
が必要

遊び態度 見ることが基本 体験・ふれあい・交流
が基本

滞在期間 せわしなくて短い
（一過性） のんびりと長い

来客対象 不特定多数 こだわりをもった少数
特定

来客頻度 ほとんど１回きり
何度も来る可能性が
高い（そうならないと
成功しない）

消費動向 粗い（宿泊料や入場料
は高い） 細かい

好みの宿 ホテル、ペンション、
旅館が中心

農家、民宿、バンガロ
ー、コテージ、公共の
宿、キャンプなどさま
ざま

地域愛着 ほとんど地域とのつな
がりはできない

地域への理解が深ま
り、地域の応援団にな
ってくれる

引用：「地域ぐるみグリーン・ツーリズム運営のてびき」（（財）都市農山
漁村交流活性化機構編／社団法人　農山漁村文化協会発行）

長崎県小値賀町の「おぢかアイランド
ツーリズム」が運営する古民家宿（右）
と漁業体験（下）

牛の餌やり体験（伊賀の里モク
モク手づくりファーム（三重県））

特集
2
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フ
ラ
ン
ス
語
で
お
気
に
入
り
（
シ
ュ
シ
ュ
）

と
い
う
言
葉
を
用
い
た
大
村
市
の
「
お
お

む
ら
夢
フ
ァ
ー
ム　

シ
ュ
シ
ュ
」
は
、
農
産
物
の

直
売
所
、
パ
ン
・
ア
イ
ス
工
房
、
洋
菓
子
工
房
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
、
農
産
物
の
収
穫

体
験
、
料
理
教
室

な
ど
多
角
的
に
事

業
を
展
開
し
て
い

る
。「
子
ど
も
も

大
人
も
一
日
楽
し

め
る
」
い
わ
ゆ
る

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
だ
。

南
島
原
市
で
は
、
農
林
漁
業
者
宅
に
泊
ま
る

こ
と
が
で
き
、
家
族
と
一
緒
に
職
業
体
験

が
で
き
る
。
民
泊
で
き
る
家
で
は
、
1
〜
3
名
の

受
け
入
れ
が
可
能
で
、
体
験
内
容
は
ハ
マ
チ
の
餌

や
り
、
ワ
カ
メ
の
加
工
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
や
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
の
収
穫
、
牛
の
餌
や
り
、

畑
で
野
菜
を
収
穫
し
て
か
ら
の
夕
食
づ
く
り
な

ど
。「
親
子
で
農
業
体
験
を
し
た
い
」
と
い
っ
た

要
望
な
ど
、
受
付
窓
口
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
観

光
協
会
」
に
連
絡
す
れ
ば
、
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
。

対
象
者
は
男
女
問
わ
ず
。
友
人
同
士
や
家
族

連
れ
か
ら
、
子
ど
も
だ
け
の
場
合
も
受
け
入
れ

が
可
能
だ
。

農
林
漁
業
者
の
家
に
宿
泊
し
、

本
物
の
職
業
体
験　

   

in
南
島
原
市

●スケジュール例
1日目

14時 南島原着
14時半 農林漁業体験／

夕食づくり／
入浴／団らん

22時 終寝
2日目

7時 朝食づくり

8時 地域散策

9時 民泊先の
家族と
お別れ

一
度
、
来
て
み
ん
か
い
。
長
崎
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

長
崎
県
で
は
、
農
林
漁
業
体
験
、
工
作
体
験
、
歴
史
体
験
、
自
然
体
験
、
民
泊
体
験
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
る
ー
ら
る
長
崎
」
で
は
、
行
っ
て
み
た
い
場
所
か
ら
の
検
索
、
や
っ
て
み
た
い
体
験
か
ら
の
検
索
と

双
方
向
か
ら
の
検
索
結
果
か
ら
、
希
望
者
に
合
っ
た
体
験
が
見
つ
け
ら
れ
る
。

そ
の
中
で
、
人
気
が
集
ま
っ
て
い
る
2
つ
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
紹
介
し
よ
う
。

シ
ュ
シ
ュ
で
は
、「
な
ん
も
か
ん
も
手
づ
く
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
自
社
と
そ
の
地
域
の

人
た
ち
で
生
産
・
販
売
・
加
工
を
し
、
ヒ
ッ
ト
商

品
を
生
み
続
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
で
、
生
産
者

の
所
得
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
雇
用
が
生

ま
れ
、
地
域
の
拠
点
と
な
っ
て
地
域
全
体
の
活
性

化
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
こ
と
、
体
験

事
業
で
シ
ュ
シ
ュ
の
手
づ
く
り
方
法
や
仕
組
み
が

見
え
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
へ
の
安
全
・

安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

シ
ュ
シ
ュ
の
手
づ
く
り
の
温
か
さ
や
地
域
の
底

力
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
「
お
気
に

入
り
」
を
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

来訪者の心の満足度を第一に考えて
います。家族や友人と南島原の家に、
泊まりに来てください。一緒に畑に
出たり、散策をして、ゆっくりとし
た時間を過ごしましょう！

るーらる 検索

一
日
楽
し
め
る

「
お
気
に
入
り
」な
場
所　

in
大
村
市

体験教室、パン・アイスの販売、フルーツ狩りの
事務所などに活用されているログハウス。このカッ
コイイ建物は、シュシュの象徴といえる。

ウインナーづくり教室。
親子でも友人同士でも
参加が可能だ。

農業塾の塾生たち。定年
帰農を目指す方、プロの
技術を学びたい方など、さ
まざまな人が参加している。

山と海が共存する南島原市。海の匂
いを感じながら、昔ながらの日本の
原風景を見ることができる。

農作業を手伝う学生。宿泊したお宅とは、家
族のようになれる。初めての農作業も、慣れて
くると楽しくて仕方なくリピーターになる人も。

住んでいる人し
か分からない地
域の魅力も教え
てくれるかも…。

一 緒 に 収 穫
した野菜を使
って夕食づく
り。民泊先の
家族と心の交
流ができる。

（有）シュシュ
所在地：大村市弥勒寺町486
TEL：0957（55）5288

（一社）南島原ひまわり観光協会
所在地：南島原市口之津町丙4252番
地南島原市口之津庁舎  別館2階
TEL：0957（76）1800

基本DATA

検索

検索

おおむら夢ファーム シュシュ

ひまわり観光協会

基本DATA
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●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口
地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住促進協議会  定 011（251）3188 札幌市中央区北1条西7丁目　プレスト1.7ビル4階
岩手県 定住・交流サポートセンター  定 019（629）5194 盛岡市内丸10-1　県庁内

（公財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市大通3丁目2番8号
宮城県 宮城県企画部地域振興課  定 022（211）2424 仙台市青葉区本町3-8-1
秋田県 （財）秋田県ふるさと定住機構  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 すまいる山形暮らし案内所  定 023（630）3083 山形市松波2-8-1　県庁6階
福島県 福島県観光交流局観光交流課  定 024（521）7287 福島市杉妻町2-16
　 ふるさと福島就職情報センター（福島）  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま内

茨城県 いばらきさとやま生活「田舎暮らし相談窓口」  定 0294（72）2266 常陸太田市木崎二町937-10
栃木県 “とちぎ暮らし”推進協議会  定 028（623）2233 宇都宮市塙田1-1-20
山梨県 人材紹介バンクやまなし  就 055（223）1562 甲府市丸の内1-6-1　県庁別館3階
静岡県 ふじのくに移住・定住相談コーナー  定 054（221）2610 静岡市葵区追手町9-6　県庁東館11階交流促進課内
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 名古屋市中区錦1-10-27　カネヨビル4階
新潟県 新潟県総務管理部地域政策課交流・定住促進班  定 025（280）5088 新潟市中央区新光町4-1
富山県 「くらしたい国、富山」推進本部  定 076（444）4496 富山市新総曲輪1-7
福井県 福井県定住サポートセンター  定  就 0776（20）0387 福井市大手3-17-1　県庁労働政策課内
長野県 長野県観光部移住・交流課（田舎暮らし案内人）  定 026（235）7248 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県商工労働部労働雇用課  就 026（235）7201 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県総合企画部観光交流推進局地域振興課  定 058（272）8078 岐阜市藪田南2-1-1　岐阜県庁3階

岐阜県労働雇用課  就 058（271）4135 岐阜市薮田南2-1-1　県庁労働雇用課内
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3309 津市羽所町700　アスト3階
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（414）6624 京都市上京区出水通油小路東入丁子風呂町104-2　府庁西別館2階

京の田舎暮らし・ふるさとセンター  就 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
兵庫県 ひょうご・しごと情報広場 若者しごと倶楽部  就 078（351）3371 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー12階
奈良県 奈良県地域振興部地域づくり支援課  定 0742（27）8474 奈良市登大路町30　奈良県庁主棟4階
和歌山県 和歌山県企画部過疎対策課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（24）4740 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階
鳥取県移住定住サポートセンター  定 0120（841）558 鳥取市扇町7　鳥取フコク生命駅前ビル1階

島根県 （財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
岡山県 岡山県中山間・地域振興課  定 086（226）7267 岡山市北区内山下2-4-6　県庁8階

岡山県緊急雇用対策室  就 086（226）7599 岡山市北区内山下2-4-6　県庁7階
広島県 広島県交流・定住促進協議会事務局  定 082（513）2623 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

ひろしま夢ぷらざ 田舎暮らし相談コーナー  定 082（544）1122 広島市中区本通8-28
広島県無料職業紹介所  就 082（513）3427 広島市中区基町10-52　県庁東館3階

山口県 UJIターン相談コーナー  定  就 083（976）1145 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 徳島県就労支援プラザ  就 088（621）2350 徳島市万代町1-1
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（922）4110 松山市宮西1丁目5番19号　愛媛県商工会連合会館3階
高知県 高知県地域づくり支援課  定 088（823）9336 高知市丸ノ内1-2-20

高知県U・Iターン人材情報センター  就 0120（103）245 高知市丸ノ内1-2-20　高知県雇用労働政策課内
佐賀県 佐賀の暮らし相談室  就 0952（25）7066 佐賀市城内1159　県庁内
長崎県 “ながさき田舎暮らし”のワンストップ窓口  定  就 095（895）2245 長崎市江戸町2-13
熊本県 熊本県企画振興部企画課  定 096（333）2020 熊本市中央区水前寺6-18-1

熊本県Uターン事務所  就 0120（827）867 熊本市中央区水前寺1-4-1　水前寺駅ビル2階ジョブカフェくまもと内
大分県 おおいた人材Uターンセンター  就 0120（119）201 大分市高砂町2-50　OASISひろば21 ハローワークプラザ内

大分県  企画振興部 観光・地域振興局  定 097（506）2116 大分市大手町3-1-1　大分県庁舎本館3階
宮崎県 宮崎ふるさと暮らし相談窓口  定 0985（26）7047 宮崎市橘通東2-10-1

（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口
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●道府県I・J・Uターン就職情報等提供・相談窓口
地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道IJU（移住） 情報センター就職相談コーナー  農  定  求 03（5212）9208 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 北海道東京事務所内

北海道東京事務所大阪支所  農  定  求 06（6344）4151 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル
青森県 あおもりキャリアセンター  農  求 03（3271）0700 東京都中央区八重洲2-2-1　住友生命八重洲ビル5階

青森県大阪情報センター  農  定  求 06（6341）2184 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 青森県大阪事務所内
岩手県 岩手県Uターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

岩手県Ｕターンセンター・大阪  定 06（6341）3258 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 岩手県大阪事務所内
宮城県 ふるさと宮城人材ネットワーク東京情報センター  定  求 03（5212）9048 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 宮城県東京事務所内
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 03（5251）9115 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階
山形県 山形県Uターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内

山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階
群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3546）8511 東京都中央区銀座5-13-19　デュープレックス銀座タワー5/13  2階
山梨県 やまなしU・Iターン就職支援室  農  林  定  求 03（5213）2890 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山梨県東京事務所内

ふるさと山梨就職情報コーナー  農 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3　大阪駅前第3ビル21階 山梨県大阪事務所内
富山県 富山県東京Uターン情報センター  求 03（3816）1655 東京都文京区白山5-1-3　東京富山会館ビル5階

富山県大阪Uターン情報センター  求 06（6445）2811 大阪市西区靭本町1-9-15　近畿富山会館3階
石川県 石川県東京UＩターン相談室  農  林  漁  求 03（5212）9016 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 石川県東京事務所内

石川県大阪Uターン相談室  農  林  漁  求 06（6363）3077 大阪市北区西天満4-14-3　住友生命御堂筋ビル2階
石川県名古屋Ｕターン相談室（栄）  求 052（251）7350 名古屋市中区栄3-1-26　本町牧野ビル5階
石川県名古屋Ｕターン相談室（名古屋駅前）  求 052（589）3180 名古屋市中村区名駅南1-24-30　名古屋三井ビル本館10階

福井県 東京・福井Uターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5778）0291 東京都港区南青山5-4-41　ふくい南青山291 2階
福井県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6231）1024 大阪市中央区瓦町2-2-14

長野県 長野県移住・交流センター  農  林  定  求 03（3214）5655 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館2階 長野県東京観光情報センター内
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  定  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階
静岡県 静岡Ｕターン就職情報センター  求 03（5212）9035 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 静岡県東京事務所内 
和歌山県 きのくにUターンセンター  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
鳥取県 ふるさと鳥取Uターンコーナー（東京）  農  林  漁  定  求 03（5215）5117 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内

ふるさと鳥取Uターンコーナー（大阪）  定  求 06（6455）0233 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  定  求 03（3516）6555 東京都中央区日本橋室町1-5-3　福島ビル1階 にほんばし島根館内

島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル3階 島根県広島事務所内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー22階 広島県東京事務所内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 ふるさと山口・東京Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 03（3231）1863 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル1階 おいでませ山口館内
ふるさと山口・大阪Uターン相談コーナー  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪事務所内

徳島県 徳島県Uターンコーナー（東京）  農  求 03（5212）9024 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
徳島県Uターンコーナー（大阪）  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  定 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 Uターン情報コーナー  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階 愛媛県東京事務所内
愛媛県大阪事務所  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 高知県東京事務所  定  求 03（3501）5541 東京都千代田区内幸町1-3-3　内幸町ダイビル7階
高知県大阪事務所  定 06（6244）4351 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階

佐賀県 佐賀県首都圏営業本部  定 03（5212）9073 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
佐賀県関西・中京営業本部  農  求 06（6344）8031 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

長崎県 長崎県東京事務所  求 03（5212）9025 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階
長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階

熊本県 くまもとUターン情報コーナー  農  林  漁  定  求 03（3572）5022 東京都中央区銀座5-3-16　銀座熊本館3階 
熊本県大阪事務所  農 06（6344）3883 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階

大分県 おおいた情報館  Uターンコーナー  農  林  漁  定  求 03（6228）8770 東京都中央区銀座2-2-2　新西銀座ビル8階
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 ふるさと宮崎就職相談窓口（東京）  農  林  漁  定  求 03（5212）9007 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館15階 宮崎県東京事務所内
ふるさと宮崎就職相談窓口（大阪）  農  定  求 06（6345）7631 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 宮崎県大阪事務所内

鹿児島県 鹿児島県新規就農東京相談所  農  林  定  求 03（5212）9062 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 鹿児島県東京事務所内
鹿児島県新規就農大阪相談所  農 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県ふるさと人材相談室大阪事務所  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
鹿児島県新規就農福岡相談所  農 092（441）2852 福岡市博多区博多駅中央街8-36　博多ビル8階 鹿児島県福岡事務所内

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーナー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（3433）8609 東京都港区芝大門1-3-4　芝大門ビル ハローワーク品川 

まちむら交流きこう  広報情報センター部〔農林漁業体験の情報提供〕 03（4335）1982 東京都千代田区神田東松下町45　金子ビル5階

ふるさと情報プラザ〔全国の自治体観光パンフレット等の提供〕 03（3284）0855  東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザ13階

（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報
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就業相談窓口

都道府県新規就農相談センター
都道府県青年農業者等育成センター 電話番号 都道府県農業会議 電話番号

（公財）北海道農業公社　北海道農業担い手育成センター 0570（044）055 北海道農業会議 011（281）6761（直）
（公社）あおもり農林業支援センター 017（773）3131 青森県農業会議 017（774）8580（直）
（公社）岩手県農業公社 019（623）9390 岩手県農業会議 019（626）8545（直）
（社）宮城県農業公社 022（275）9192 宮城県農業会議 022（275）9164（直）
（社）秋田県農業公社 018（893）6212 秋田県農業会議 018（860）3540（直）
（公財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 山形県農業会議 023（622）8716（直）
（財）福島県農業振興公社 024（521）9848 福島県農業会議 024（524）1201（直）
（公財）茨城県農林振興公社 029（239）7131 茨城県農業会議 029（301）1236（直）
（公財）栃木県農業振興公社 028（648）9511 栃木県農業会議 028（648）7270（直）
（公財）群馬県農業公社 027（251）1220 群馬県農業会議 027（280）6171（直）
（社）埼玉県農林公社 048（558）3555 埼玉県農業会議 048（829）3481（直）
（公財）千葉県水産振興公社 043（222）9136 千葉県農業会議 043（222）1703（直）
（公財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 東京都農業会議 03（3370）7145（直）
神奈川県農業技術センターかながわ農業アカデミー ※1 046（238）5274 神奈川県農業会議 045（201）0895（直）
（財）山梨県農業振興公社 055（223）5747 山梨県農業会議 055（228）6811（直）
（社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 岐阜県農業会議 058（268）2527（直）
（社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 静岡県農業会議 054（255）7934（直）
（公財）愛知県農業振興基金 052（951）3626 愛知県農業会議 052（962）2841（直）
（公財）三重県農林水産支援センター 059（848）1226 三重県農業会議 059（213）2022（代）
（社）新潟県農林公社 025（281）3480 新潟県農業会議 025（223）2186（直）
（公社）富山県農林水産公社 076（441）7396 富山県農業会議 076（441）8961（直）
（財）いしかわ農業人材機構 076（225）7621 石川県農業会議 076（257）7066（直）
（社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）5475 福井県農業会議 0776（21）8234（直）
（社）長野県農業担い手育成基金 026（231）6222 長野県農業会議 026（234）6871（直）
（公財）滋賀県農林漁業担い手育成基金 077（523）5505 滋賀県農業会議 077（523）2439（直）
（公社）京都府農業総合支援センター 075（417）6847 京都府農業会議 075（441）3660（直）
大阪府都市農業参入サポート窓口※1 06（6210）9596 大阪府農業会議 06（6941）2701（直）
（社）兵庫みどり公社 078（361）8114 兵庫県農業会議（ひょうご就農支援センター） 078（391）1222（直）
（財）奈良県農業振興公社 0742（23）6148 奈良県農業会議 0742（22）1101（代）
（財）和歌山県農業公社 073（433）5547 和歌山県農業会議 073（428）4165（直）
（財）鳥取県農業農村担い手育成機構 0857（26）8350 鳥取県農業会議 0857（26）8371（直）
（公財）しまね農業振興公社 0852（20）2872 島根県農業会議 0852（22）4471（直）
（財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 岡山県農業会議 086（234）1093（直）
ひろしましごと館　農林水産業就業相談コーナー ※1 082（224）0129 広島県農業会議 082（545）4146（直）
（財）やまぐち農林振興公社 083（924）8900 山口県農業会議 083（923）2102（直）
（財）徳島県農業開発公社 088（621）3083 徳島県農業会議 088（678）5611（直）
（財）香川県農業振興公社 087（831）3211 香川県農業会議 087（812）0810（直）
（財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（945）1542 愛媛県農業会議 089（921）4438（直）
（公財）高知県農業公社 088（823）8618 高知県農業会議 088（824）8555（直）
（公財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 福岡県農業会議 092（711）5070（直）
（財）佐賀県青年農業者育成センター 0952（25）7106 佐賀県農業会議 0952（23）7057（直）
（財）長崎県農林水産業担い手育成基金 095（725）0031 長崎県農業会議 095（822）9647（直）
（公財）熊本県農業公社 096（385）2679 熊本県農業会議 096（384）3333（直）
（公社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 大分県農業会議 097（532）4385（直）
（公社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2631 宮崎県農業会議 0985（73）9211（直）
（公社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 鹿児島県農業会議 099（286）5815（直）
（財）沖縄県農業開発公社 098（882）6801 沖縄県農業会議 098（889）6027（直）
※1 指定法人ではありませんが、就農相談を行っています。※2 平日10：30 ～16：00

※2

●新規就業希望者の相談窓口
　全国新規就農相談センター
　〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
　中央労働基準協会ビル2階　全国農業会議所内
　TEL. 03（6910）1133（相談用）
　http://www.nca.or.jp/Be-farmer/
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●地域の林業について情報を集める

都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号
北海道（一社）北海道造林協会 011（200）1381
青森県（公社）あおもり農林業支援センター 017（732）5288
岩手県（公財）岩手県林業労働対策基金 019（653）0306
宮城県（財）みやぎ林業活性化基金 022（217）4307
秋田県（公財）秋田県林業労働対策基金 018（864）0161
山形県（財）山形県みどり推進機構 023（688）6633
福島県（社）福島県森林・林業・緑化協会 024（521）3245
茨城県（社）茨城県林業協会 029（225）5949
栃木県（公社）とちぎ環境・みどり推進機構 028（624）3710
群馬県（財）群馬県森林・緑整備基金 027（212）6295
埼玉県（社）埼玉県農林公社 0494（25）0291
千葉県（公社）千葉県緑化推進委員会 0438（60）1521
東京都（公財）東京都農林水産振興財団 042（528）0643
新潟県（社）新潟県農林公社 025（285）7711
富山県（公社）富山県農林水産公社 076（441）6747
石川県（財）石川県林業労働対策基金 076（237）0121
福井県（公財）福井県林業従事者確保育成基金 0776（38）0345
山梨県（財）山梨県林業公社 055（242）6667
長野県（財）長野県林業労働財団 026（225）6080
岐阜県（社）岐阜県森林公社 0575（33）4011
静岡県（公社）静岡県山林協会 054（255）4485
愛知県（公財）愛知県林業振興基金 052（953）3608
三重県（公財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226
滋賀県（社）滋賀県造林公社 077（522）8349
京都府（財）京都府林業労働支援センター 075（821）9277
大阪府（社）大阪府木材連合会 06（6538）7524
兵庫県（財）兵庫県営林緑化労働基金 078（361）8010
奈良県（財）奈良県林業基金 0742（27）4860
和歌山県（社）わかやま森林と緑の公社 0739（83）2022
鳥取県（財）鳥取県林業担い手育成財団 0857（28）0123
島根県（社）島根県林業公社 0852（32）0253
岡山県（財）岡山県林業振興基金 086（225）9382
広島県（財）広島県農林振興センター 082（541）6187
山口県（一財）やまぐち森林担い手財団 083（932）5286
徳島県（財）徳島県林業労働力確保支援センター 088（622）8158
香川県（一財）香川県森林林業協会 087（861）4353
愛媛県（公財）えひめ農林漁業担い手育成公社 089（934）6153
高知県（財）高知県山村林業振興基金 0887（57）0366
福岡県（公財）福岡県水源の森基金 092（732）5450
佐賀県（財）佐賀県森林整備担い手育成基金 0952（25）7133
長崎県（社）長崎県林業協会 0957（25）0184
熊本県（公財）熊本県林業従事者育成基金 096（340）1151
大分県（公財）森林ネットおおいた 097（546）3009
宮崎県（公社）宮崎県林業労働機械化センター 0985（29）6008
鹿児島県（財）鹿児島県林業担い手育成基金 0995（54）3131
沖縄県（社）沖縄県林業協会 098（888）0677

●沿岸漁業

地域 事業実施主体 電話番号
北海道 北海道漁業就業支援協議会 011（271）5051
東北 青森県漁業協同組合連合会 017（722）4218

岩手県漁業協同組合連合会 019（626）8082
秋田県漁業協同組合 018（845）1311
山形県漁業協同組合 023（424）5612

関東 千葉県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 043（242）6858
東京都漁業協同組合連合会 03（3458）4161
神奈川県漁業協同組合連合会 045（773）6777

北陸 新潟県漁業協同組合連合会 025（243）3681
富山県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 076（431）9595
石川県漁業協同組合 076（234）8818
福井県漁業協同組合連合会 0776（24）1203

中部 静岡県漁業協同組合連合会 054（254）6011
愛知県漁業担い手確保育成支援協議会 052（971）3501
三重県漁業協同組合連合会 059（228）1205

近畿 京都府漁業協同組合連合会 077（377）2202
和歌山県漁業協同組合連合会 073（431）5101
兵庫県漁業協同組合連合会 078（940）8013

中国 鳥取県漁業協同組合 0857（28）0111
漁業協同組合 JFしまね 0852（21）0001
島根県漁業担い手確保・育成支援協議会 0851（42）1832
広島県漁業協同組合連合会 082（278）5588
山口県漁業協同組合 083（231）2212

四国 徳島県漁業協同組合連合会 088（636）0513
香川県漁業協同組合連合会 087（825）0351
えひめ漁業担い手確保促進協議会 089（933）5127
高知県漁業協同組合 088（854）3600

九州 福岡県漁業協同組合連合会 092（713）1162
長崎県漁業協同組合連合会 095（829）2413
大分県漁業協同組合 097（532）6611
鹿児島県漁業協同組合連合会 099（253）7811
沖縄県漁業者確保・育成支援協議会 098（946）2316

●沖合・遠洋漁業

（一社）全国漁業就業者確保育成センター 03（5545）1617

●新規就業希望者の相談窓口
　林業労働力確保支援全国センター
　〒101-0047　東京都千代田区内神田1-1-12
　コープビル全国森林組合連合会内
　TEL：03（3294）9713
　http://www.nw-mori.or.jp/

●新規就業希望者の相談窓口
一般社団法人　全国漁業就業者確保育成センター
〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　
三会堂ビル
TEL：03（5545）1617
http://www.ryoushi.jp/

就業相談窓口 就業相談窓口
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農
業
を
仕
事
に
す
る
た
め
の
情
報
が
集
ま
る
イ
ベ

ン
ト
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
に
参
加
し
よ
う
！

　

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
全
国
の

主
要
都
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
で
は
、
農
業
法
人
や
自
治
体

等
が
ブ
ー
ス
を
出
展
し
て
い
る
。「
農
業
法
人
ブ
ー
ス
」

で
は
、従
業
員
や
研
修
生
、農
業
体
験
希
望
者
を
募
集
。

「
自
治
体
ブ
ー
ス
」
で
は
、
全
国
各
地
の
自
治
体
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
農
業
を
始
め
た

い
人
を
募
集
し
て
い
る
。
自
分
は
ど
ん
な
農
業
が
し

た
い
の
か
を
考
え
な
が
ら
、
色
々
な
ブ
ー
ス
を
訪
ね

て
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
み
よ
う
。

そ
の
他
、
フ
ェ
ア
に
出
展
し
て
い
な
い
農
業
法
人

の
求
人
票
を
見
ら
れ
る
「
求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー
」
も
。

「
セ
ミ
ナ
ー
会
場
」
で
は
、
実
際
に
新
規
就
農
を
果
た

し
た
〝
先
輩
〞
が
自
ら
の
体
験
談
を
話
し
て
く
れ
る

の
で
、
参
考
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
！

就
農
に
興
味
を
持
つ
人
な
ら
ぜ
ひ
と
も
参
加
し
て

お
き
た
い
、
充
実
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

竹
川
麻
衣
子
さ
ん

（
33
歳
）
は
、
ご
主

人
の
英
識
さ
ん
（
37

歳
）
と
農
業
を
始
め

て
3
年
目
。
畑
地

1
・
2
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
年
間
約
50
種

類
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
。

大
学
卒
業
後
、
東
京
で
会
社
勤
め
を
し
て
い

た
麻
衣
子
さ
ん
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
う
毎
日

に
ふ
と
違
和
感
を
覚
え
、
自
然
豊
か
な
暮
ら
し

に
興
味
が
湧
い
た
。
そ
こ
で
、
有
機
野
菜
の
定

期
宅
配
を
し
て
い
る
農
家
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
探
し
、
取
り
寄
せ
始
め
た
。

毎
週
届
く
野
菜
か
ら
は
土
の
匂
い
が
し
た
。

「
衝
撃
で
し
た
。
野
菜
に
も
命
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
い
た
だ
い
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
肌

で
感
じ
ま
し
た
」。
こ
れ
が
、
就
農
を
志
す
大

き
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
い
う
。

野
菜
を
取
り
寄
せ
て
い
た
農
家
に
頼
み
、
1

週
間
の
農
業
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
。

「
体
験
の
時
間
が
す
ご
く
気
持
ち
良
く
て
幸
せ

で
し
た
。
帰
り
の
車
内
で
は
農
業
を
や
ろ
う
と

決
め
て
い
ま
し
た
」

就
農
願
望
を
持
っ
て
い
た
英
識
さ
ん
と
、

2
0
0
8
年
に
結
婚
。
09
年
4
月
か
ら
は
、
働

全国新規就農相談センター（全国農業会議所）
03（6910）1133（平日10時～17時）

詳しくは、裏表紙をご覧ください。

新・農業人フェア 検　索

問い合わせ

農業に就きたいすべての人へ

に行ってみよう!!
新・農業人フェア新・農業人フェア

先
輩
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
報
告

田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し
な
が
ら

　

夫
婦
で
有
機
農
業
に
全
力
投
球

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町　

さ
い
の
ね
畑　

竹
川
麻
衣
子
さ
ん

き
な
が
ら
農
業
学
校
の
就
農
準
備
コ
ー
ス
に
通

い
、
8
月
に
退
職
し
た
。
9
月
か
ら
は
栃
木
県

茂
木
町
の
農
家
で
研
修
を
受
け
つ
つ
、
自
分
た

ち
の
農
園
の
準
備
も
進
め
た
。
町
か
ら
住
宅
と

畑
の
紹
介
を
受
け
、
10
年
9
月
に
独
立
。
夫
婦

で
『
さ
い
の
ね
畑
』
を
開
園
し
た
。

農
業
を
始
め
て
か
ら
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
や
自
然
の
力
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
お
客
さ
ん
か
ら
は
す
ぐ
に
反
響
が
あ
る
し
、

地
域
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
も
あ
り
、
楽
し
く

や
っ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
く
上
で
食
べ
物
は

誰
に
と
っ
て
も
必
要
不
可
欠
で
す
か
ら
、
こ
れ

ほ
ど
面
白
い
仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
を
志

す
人
に
は
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
」笑顔溢れる農園生活を送る、竹川英識・麻衣子夫妻

【さいのね畑 DATA】
所在地：栃木県芳賀郡茂木町
農地面積：1.2ヘクタール
販路：個人宅配と飲食店など
労働力：夫婦2人のみ
HP：http://www.sainone.com/



←新・農業人フェア2013の今後の予定については裏表紙を参照！

情
報
や
基
礎
知
識
の
収
集

「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」で
相
談

体
験
・
現
場
見
学

研
修（
知
識
・
技
術
の
習
得
）

就
農
準
備

就
農（
独
立
）

農
業
を
始
め
る
た
め
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト農業法人へ就職
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